
　
お
読
み
い
た
だ

い
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
お
気
づ
き
と
思

い
ま
す
が
、
恒
例

の
「
町
民
に
聞

く
」
を
、
裏
表
紙
か
ら
前

ペ
ー
ジ
に
読
み
進
め
、
量

も
３
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
も

の
に
し
ま
し
た
。

　
東
浜
駅
停
車
な
ら〝
岩

美
の
海
で
し
ょ
〞―
こ
の

期
待
を
現
実
に
し
た
い
、

議
会
も
で
き
る
こ
と
に
挑

戦
し
た
い
。

　
今
号
は
、
そ
の
意
気
込

み
の
表
れ
で
す
。

　
「
瑞
風
」
を
、
町
お
こ

し
の
一
契
機
に
し
た
い
も

の
で
す
。

田
中
克
美
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11　一般質問　３議員が町政を質す
14　人口増の取り組みを調査
18　東浜瑞風会登場　（18頁から16頁へお読みください。）
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田中　乗客の皆さんに地引網を体
験していただくことになっていま
すが、地引網ができないときでも、
町内を観光してもらいたいと思っ
ています。
　地引網がないときは、鳥取駅で
下車して、旧吉田医院、鳥取民芸
美術館などに立ち寄って、アル
マーレに食事に来られるのですが。

岩美町の自然を
体感してもらいたい

　　　乗客は、話を聞いている限
りでは、退職祝いとか、結婚30年、
40年のお祝いとかで、高齢な人が
多い。踊り、おもてなし、地引網
が引けなくても、岩美の新鮮な魚
を提供するのは最高だと思う。網
が引けないときは、城原海岸とか、
きれいなところを見てもらいたい。
　岩美といえば海と温泉だ。岩井
温泉のお湯を持ってきて、足湯が
できないかな。

　　　そんな人工物ばかり見てい
ても、山陰のイメージが少ない気
がします。

　　　せっかく東浜に来られるな
ら、海を見てもらいたいです。
　やっぱり、山陰海岸ジオパーク
の城原海岸の景色は上からも見え
るし、西脇海岸もとても良いです。

　　　県境の七坂から見る風景は
テレホンカードにもなっていて、
ごっついきれいですよ。

　６月から「トワイライトエクスプレス瑞風」が東
浜駅に停車します。
　東浜は、周遊コースの停車３駅の１つです。町も
議会も町民も、乗客の方々には岩美町を体感してい
ただき、全国発信を期待しています。
　地引網ができないときの観光先は鳥取市内――と
聞き、議会もこの事態を突破するためにできること
はやろうと考えました。
　意見交換会（16 頁に関連記事）もその一つですが、
議会だよりでも地元東地区のみなさんの思いを語っ
ていただくことにしました。
　※17,16 頁と読みすすんで下さい。

トワイライトエクスプレス瑞風　６月から東浜駅停車

東浜瑞風会のみなさんに語っていただきました東浜瑞風会のみなさんに語っていただきました

田中 浜口

小山

中島

浜口

ただただ

レストラン「アルマーレ」で行った座談会のもようです。
左から浜口丈夫・大羽尾自治会長、１人おいて中島睦郎・株式会
社東浜代表取締役、小山勝之進・東地区自治会長のみなさん。司
会は田中克美・議会だより調査特別委員会委員長。

中島さん

小山さん

浜口さん
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歳　入
62億9600万円

歳　出
62億9600万円

入るお金使うお金

29年度一般会計当初予算

町税
9億 9406万円（15.8％）

議会費
8455万円（ 1.3％）

総務費
8億 6539万円（13.7％）

民生費
18億 8314万円（29.9％）

衛生費
7億 4700万円（11.9％）

使用料及び手数料等
1億　732万円（ 1.7％）

繰入金等
4億 9370万円（ 7.8％）

地方交付税

[金額は万円未満切り捨て]

27億 7000万円（44.0％）

町債（借入金）
5億 2150万円（ 8.3％）

公債費（借入金の返済）
7億 4086万円（11.8％）

災害復旧費
100万円（ 0.0％）

教育費
5億 5664万円（ 8.8％）

土木費
6億 2817万円（10.0％）

商工費
1億 4850万円（ 2.4％）

農林水産業費
3億 8509万円（ 6.1％）

予備費
200万円（ 0.0％）

県支出金
6億 3560万円（10.1％）

国庫支出金
5億 1860万円（ 8.2％）

地方消費税交付金等
2億 5520万円（ 4.1％）

消防費
2億 5362万円（ 4.0％）

　
３
月
定
例
会
は
、
３
月
８
日
か
ら
23
日
ま
で
、
16
日
間
の

会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　
28
年
度
補
正
予
算
11
議
案
、
29
年
度
当
初
予
算
10
議
案
、

条
例
の
設
定
及
び
改
正
な
ど
町
長
提
出
43
議
案
、
議
員
提
出

の
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制
度
へ
の
加
入
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
の
す
べ
て
を
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

学
校
・
社
会
教
育
関
連
の
主
な
事
業

中
学
・
高
等
学
校
生
徒
の
通
学
費
補
助
　
　
　
３
７
２
万
円

岩
美
高
校
生
の
下
宿
費
補
助
　
　
　
　
　
　
　
　
４
８
万
円

高
等
学
校
等
新
入
生
通
学
費
補
助
　
　
　
　
　
２
５
３
万
円

小
中
学
校
30
人
学
級
編
制
費
　
　
　
　
　
　
２
５
０
０
万
円

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
推
進
事
業
費

 

１
校
１
０
０
万
円
・
計
４
０
０
万
円

中
央
公
民
館
整
備
事
業
費
　
　
　
　
　
１
億
３
０
８
０
万
円

農
水
産
業
関
連
の
主
な
事
業

農
地
集
積
・
集
約
化
対
策
事
業
　
　
　
　
　
１
２
１
７
万
円

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
　
　
　
　
　
　
　
３
５
４
５
万
円

沖
合
底
曳
き
網
漁
業
生
産
体
制
存
続
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
０
０
万
円

６
次
産
業
化
総
合
支
援
事
業
費
　
　
　
　
　
１
４
０
４
万
円

　定
住
・
地
域
お
こ
し
関
連
の
主
な
事
業

子
育
て
世
帯
等
住
宅
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
０
４
万
円

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
費
　
　
　
　
　
　
２
７
２
０
万
円

地
域
創
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
事
業
費
　
　
３
１
４
万
円

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
推
進
事
業
費
　
　
　
　
　
　
　
６
２
３
万
円

体
験
拠
点
機
能
拡
充
事
業
　
　
　
　
　
　
　
１
０
３
０
万
円

福
祉
・
子
育
て
関
連
の
主
な
事
業

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
し
ご
と
・
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
８
９
９
万
円

　
第
三
子
以
降
の
出
産
祝
い
金
　
　
　
　
　
　
　
１
１
５
万
円

　
在
宅
育
児
世
帯
へ
の
支
援
金
　
　
　
　
　
　
　
７
２
０
万
円

特別会計・企業会計予算額

住宅新築資金等貸付

代替バス運 送事業

後 期 高 齢 者 医 療

国 民 健 康 保 険

集落排水処理事業

公 共 下 水 道 事 業

介 護 保 険

水 道 事 業

病 院 事 業

131万円

3271万円

1億3436万円

16億5503万円

1億　968万円

4億1731万円

16億5460万円

4億7929万円

23億9636万円

会　計　名 予算額

特

　別

　会

　計

企
業
会
計

企業会計は収益的支出+資本的支出で表示（万円未満切り捨て）

人口増の取り組み　を確かなものに
子育て支援と定住   の独自施策を持続子育て支援と定住   の独自施策を持続子育て支援と定住   の独自施策を持続

使用料及び手数料を繰入金
等から分離し負担金及び分
担金と統合し使用料及び手
数料等としました。
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歳　入
62億9600万円

歳　出
62億9600万円

入るお金使うお金

29年度一般会計当初予算

町税
9億 9406万円（15.8％）

議会費
8455万円（ 1.3％）

総務費
8億 6539万円（13.7％）

民生費
18億 8314万円（29.9％）

衛生費
7億 4700万円（11.9％）

使用料及び手数料等
1億　732万円（ 1.7％）

繰入金等
4億 9370万円（ 7.8％）

地方交付税

[金額は万円未満切り捨て]

27億 7000万円（44.0％）

町債（借入金）
5億 2150万円（ 8.3％）

公債費（借入金の返済）
7億 4086万円（11.8％）

災害復旧費
100万円（ 0.0％）

教育費
5億 5664万円（ 8.8％）

土木費
6億 2817万円（10.0％）

商工費
1億 4850万円（ 2.4％）

農林水産業費
3億 8509万円（ 6.1％）

予備費
200万円（ 0.0％）

県支出金
6億 3560万円（10.1％）

国庫支出金
5億 1860万円（ 8.2％）

地方消費税交付金等
2億 5520万円（ 4.1％）

消防費
2億 5362万円（ 4.0％）

　
３
月
定
例
会
は
、
３
月
８
日
か
ら
23
日
ま
で
、
16
日
間
の

会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　
28
年
度
補
正
予
算
11
議
案
、
29
年
度
当
初
予
算
10
議
案
、

条
例
の
設
定
及
び
改
正
な
ど
町
長
提
出
43
議
案
、
議
員
提
出

の
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制
度
へ
の
加
入
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
の
す
べ
て
を
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

学
校
・
社
会
教
育
関
連
の
主
な
事
業

中
学
・
高
等
学
校
生
徒
の
通
学
費
補
助
　
　
　
３
７
２
万
円

岩
美
高
校
生
の
下
宿
費
補
助
　
　
　
　
　
　
　
　
４
８
万
円

高
等
学
校
等
新
入
生
通
学
費
補
助
　
　
　
　
　
２
５
３
万
円

小
中
学
校
30
人
学
級
編
制
費
　
　
　
　
　
　
２
５
０
０
万
円

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
推
進
事
業
費

 

１
校
１
０
０
万
円
・
計
４
０
０
万
円

中
央
公
民
館
整
備
事
業
費
　
　
　
　
　
１
億
３
０
８
０
万
円

農
水
産
業
関
連
の
主
な
事
業

農
地
集
積
・
集
約
化
対
策
事
業
　
　
　
　
　
１
２
１
７
万
円

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
　
　
　
　
　
　
　
３
５
４
５
万
円

沖
合
底
曳
き
網
漁
業
生
産
体
制
存
続
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
０
０
万
円

６
次
産
業
化
総
合
支
援
事
業
費
　
　
　
　
　
１
４
０
４
万
円

　定
住
・
地
域
お
こ
し
関
連
の
主
な
事
業

子
育
て
世
帯
等
住
宅
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
０
４
万
円

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
費
　
　
　
　
　
　
２
７
２
０
万
円

地
域
創
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
事
業
費
　
　
３
１
４
万
円

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
推
進
事
業
費
　
　
　
　
　
　
　
６
２
３
万
円

体
験
拠
点
機
能
拡
充
事
業
　
　
　
　
　
　
　
１
０
３
０
万
円

福
祉
・
子
育
て
関
連
の
主
な
事
業

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
し
ご
と
・
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
８
９
９
万
円

　
第
三
子
以
降
の
出
産
祝
い
金
　
　
　
　
　
　
　
１
１
５
万
円

　
在
宅
育
児
世
帯
へ
の
支
援
金
　
　
　
　
　
　
　
７
２
０
万
円

特別会計・企業会計予算額

住宅新築資金等貸付

代替バス運 送事業

後 期 高 齢 者 医 療

国 民 健 康 保 険

集落排水処理事業

公 共 下 水 道 事 業

介 護 保 険

水 道 事 業

病 院 事 業

131万円

3271万円

1億3436万円

16億5503万円

1億　968万円

4億1731万円

16億5460万円

4億7929万円

23億9636万円

会　計　名 予算額

特

　別

　会

　計

企
業
会
計

企業会計は収益的支出+資本的支出で表示（万円未満切り捨て）

人口増の取り組み　を確かなものに
子育て支援と定住   の独自施策を持続子育て支援と定住   の独自施策を持続子育て支援と定住   の独自施策を持続

使用料及び手数料を繰入金
等から分離し負担金及び分
担金と統合し使用料及び手
数料等としました。
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新
年
度
議
案
の
審
議

主
な
議
案
の
概
要
・
本
会
議
の
質
疑

主
な
議
案
の
概
要
・
本
会
議
の
質
疑

本

　会

　議

予
算
審
査
特
別
委
員
会

常
任
委
員
会

本

　会

　議

29
年
度
関
係
議
案（
条
例
等
・
予
算
）

　
一
括
説
明
・
質
疑（
３
月
９
・
14
日
）

29
年
度
予
算
審
査

　
審
査（
３
月
14
・
15
・
21
日
）

29
年
度
条
例
等
審
査

　
審
査（
３
月
15
日
）

各
常
任
委
員
長
報
告（
条
例
等
）

予
算
審
査
特
別
委
員
長
報
告（
予
算
）

質
疑
・
討
論
・
採
決（
３
月
23
日
）

一
般
会
計
予
算

関
西
事
務
所
の
再
設
置

問
　
道
路
整
備
や
「
瑞
風
」

の
運
行
な
ど
、
観
光
が
広
域

化
し
て
い
る
が
、
関
西
事
務

所
の
再
設
置
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答
　
関
西
事
務
所
が
立
ち
上

げ
た
関
西
岩
美
倶
楽
部
の
集

ま
り
も
定
着
し
て
き
た
。

　
機
会
あ
る
ご
と
に
関
西
対

策
を
行
い
た
い
。

破
砕
型
生
ご
み
処
理
機

問
　
破
砕
型
生
ご
み
処
理
機

の
事
業
が
計
上
さ
れ
て
な
い

が
、
事
故
以
後
の
進
捗
は
ど

う
か
。

答
　
経
済
産
業
省
に
昨
年
の

７
月
、
調
査
結
果
が
届
い
て

以
降
、
第
三
者
委
員
会
が
開

か
れ
て
い
な
い
。

　
事
故
原
因
の
結
論
が
出
て

い
な
い
。

観
光
案
内
所
の
整
備

問
　
第
10
次
総
合
計
画
が
掲

げ
た
観
光
案
内
所
の
整
備
の

具
体
的
計
画
は
あ
る
か
。

答
　
案
内
施
設
は
、
観
光
会

館
や
道
の
駅
が
あ
る
。

　
こ
の
度
、
東
浜
に
設
置
し

た
レ
ス
ト
ラ
ン
も
含
め
、
案

内
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
。

日
本
体
育
大
学
と
の
連
携
事
業

問
　
北
小
学
校
が
、
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
を
招
く
事
業
に
、

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
予

算
を
使
う
の
は
ど
う
か
。

　
日
本
体
育
大
学
と
の
連
携

事
業
は
、
町
が
行
う
事
業
だ
。

答
　
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

の
予
算
は
使
わ
な
い
よ
う
に

し
た
い
。

岩
美
高
校
存
続
へ
の
支
援

問
　
岩
美
高
校
の
存
続
と
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、
ど
う
支

援
す
る
か
。

答
　
現
在
２
人
の
魅
力
化

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

し
て
い
る
。

　
小
・
中
学
校
に
対
す
る
特

色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
支
援

を
、
岩
美
高
校
に
も
行
い
た

い
。

職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業

に
関
す
る
条
例
の
設
定

　
職
員
の
配
偶
者
が
外
国
で

の
勤
務
と
な
り
、
配
偶
者
と

生
活
を
共
に
す
る
た
め
の
職

員
の
休
業
制
度
を
設
定
す
る
。

問
　
条
例
は
、
職
員
の
勤
務

成
績
を
考
慮
し
て
休
業
を
認

め
る
、
認
め
な
い
と
な
っ
て

い
る
が
ど
う
か
。

答
　
３
年
を
限
度
と
す
る
が
、

復
帰
し
て
元
の
職
場
で
活
躍

い
た
だ
け
る
こ
と
が
条
例
の

精
神
だ
。

空
家
等
の
適
切
な
管
理
に
関

す
る
条
例
の
設
定

　
国
の
空
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
基

づ
き
、
町
内
の
空
家
等
の
適

切
な
管
理
に
関
し
、
必
要
な

事
項
を
定
め
る
。

問
　
空
家
の
適
切
な
管
理
並

び
に
空
家
の
発
生
の
未
然
防

止
が
条
例
の
目
的
だ
。

　
空
家
の
発
生
を
未
然
に
防

止
す
る
こ
と
が
、
空
家
等
対

策
計
画
の
中
に
含
ま
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
未
然
防
止
に
つ
い
て
も
、

空
家
等
対
策
計
画
の
中
で
う

た
っ
て
い
き
た
い
。

報告 付託

一般会計補正予算（第７号）
住宅新築資金等貸付特別会計補正予算（第１号）
代替バス運送事業特別会計補正予算（第１号）
後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
集落排水処理事業特別会計補正予算（第２号）
公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）
介護保険特別会計補正予算（第４号）
水道事業会計補正予算（第１号）
病院事業会計補正予算（第２号）
一般会計補正予算（第８号）
第２次過疎地域自立促進計画の変更
職員の配偶者同行休業に関する条例の設定
早期退職希望者の募集及び認定に関する条例の一部改正
職員の育児休業等に関する条例及び職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正
職員の給与に関する条例の一部改正
職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正
行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例の設定
空家等の適切な管理に関する条例の設定
消防団条例の一部改正
税条例等の一部改正
特別医療費助成条例の一部改正
介護保険条例の一部改正
水道事業の設置等に関する条例の一部改正
町立渚交流館の設置及び管理に関する条例の一部改正
東浜レストランの設置及び管理に関する条例の設定
鳥取市と岩美町との一般廃棄物の焼却等に関する事務の委託に関する規約の変更
岩美町と鳥取県との間の地方公共団体における情報通信技術の共同化に関する
事務の委託に関する規約の締結
道路線の認定
町立岩井コミュニティ消防センターの指定管理者の指定　
東浜レストランの指定管理者の指定
一般会計予算
住宅新築資金等貸付特別会計予算
代替バス運送事業特別会計予算
後期高齢者医療特別会計予算
国民健康保険特別会計予算
集落排水処理事業特別会計予算
公共下水道事業特別会計予算
介護保険特別会計予算
水道事業会計予算
病院事業会計予算
監査委員の選任
人権擁護委員候補者の推薦（諮問）
地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書

審議結果
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決

可決

可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
同意
同意
可決

賛否の状況
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致

全員一致

全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
反対：田中克美
全員一致
全員一致
全員一致
反対：杉村宏

28
年
度
補
正
予
算

29
年
度
当
初
予
算

町
長
提
出

条
例
設
定
・
改
正

規
約
等

議　　案

計画

指定
管理者

人事

議員提出

３月定例会の審議結果と賛否の状況

ア
ス
リ
ー
ト
の
指
導
を
受

け
る
北
小
学
校
児
童

町
職
員
と
自
治
会
長
が

空
き
家
実
態
調
査
を
行
う

問問 答答

問 問

問答 答

答

問答

問答
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新
年
度
議
案
の
審
議

主
な
議
案
の
概
要
・
本
会
議
の
質
疑

主
な
議
案
の
概
要
・
本
会
議
の
質
疑

本

　会

　議

予
算
審
査
特
別
委
員
会

常
任
委
員
会

本

　会

　議

29
年
度
関
係
議
案（
条
例
等
・
予
算
）

　
一
括
説
明
・
質
疑（
３
月
９
・
14
日
）

29
年
度
予
算
審
査

　
審
査（
３
月
14
・
15
・
21
日
）

29
年
度
条
例
等
審
査

　
審
査（
３
月
15
日
）

各
常
任
委
員
長
報
告（
条
例
等
）

予
算
審
査
特
別
委
員
長
報
告（
予
算
）

質
疑
・
討
論
・
採
決（
３
月
23
日
）

一
般
会
計
予
算

関
西
事
務
所
の
再
設
置

問
　
道
路
整
備
や
「
瑞
風
」

の
運
行
な
ど
、
観
光
が
広
域

化
し
て
い
る
が
、
関
西
事
務

所
の
再
設
置
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答
　
関
西
事
務
所
が
立
ち
上

げ
た
関
西
岩
美
倶
楽
部
の
集

ま
り
も
定
着
し
て
き
た
。

　
機
会
あ
る
ご
と
に
関
西
対

策
を
行
い
た
い
。

破
砕
型
生
ご
み
処
理
機

問
　
破
砕
型
生
ご
み
処
理
機

の
事
業
が
計
上
さ
れ
て
な
い

が
、
事
故
以
後
の
進
捗
は
ど

う
か
。

答
　
経
済
産
業
省
に
昨
年
の

７
月
、
調
査
結
果
が
届
い
て

以
降
、
第
三
者
委
員
会
が
開

か
れ
て
い
な
い
。

　
事
故
原
因
の
結
論
が
出
て

い
な
い
。

観
光
案
内
所
の
整
備

問
　
第
10
次
総
合
計
画
が
掲

げ
た
観
光
案
内
所
の
整
備
の

具
体
的
計
画
は
あ
る
か
。

答
　
案
内
施
設
は
、
観
光
会

館
や
道
の
駅
が
あ
る
。

　
こ
の
度
、
東
浜
に
設
置
し

た
レ
ス
ト
ラ
ン
も
含
め
、
案

内
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
。

日
本
体
育
大
学
と
の
連
携
事
業

問
　
北
小
学
校
が
、
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
を
招
く
事
業
に
、

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
予

算
を
使
う
の
は
ど
う
か
。

　
日
本
体
育
大
学
と
の
連
携

事
業
は
、
町
が
行
う
事
業
だ
。

答
　
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

の
予
算
は
使
わ
な
い
よ
う
に

し
た
い
。

岩
美
高
校
存
続
へ
の
支
援

問
　
岩
美
高
校
の
存
続
と
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、
ど
う
支

援
す
る
か
。

答
　
現
在
２
人
の
魅
力
化

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

し
て
い
る
。

　
小
・
中
学
校
に
対
す
る
特

色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
支
援

を
、
岩
美
高
校
に
も
行
い
た

い
。

職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業

に
関
す
る
条
例
の
設
定

　
職
員
の
配
偶
者
が
外
国
で

の
勤
務
と
な
り
、
配
偶
者
と

生
活
を
共
に
す
る
た
め
の
職

員
の
休
業
制
度
を
設
定
す
る
。

問
　
条
例
は
、
職
員
の
勤
務

成
績
を
考
慮
し
て
休
業
を
認

め
る
、
認
め
な
い
と
な
っ
て

い
る
が
ど
う
か
。

答
　
３
年
を
限
度
と
す
る
が
、

復
帰
し
て
元
の
職
場
で
活
躍

い
た
だ
け
る
こ
と
が
条
例
の

精
神
だ
。

空
家
等
の
適
切
な
管
理
に
関

す
る
条
例
の
設
定

　
国
の
空
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
基

づ
き
、
町
内
の
空
家
等
の
適

切
な
管
理
に
関
し
、
必
要
な

事
項
を
定
め
る
。

問
　
空
家
の
適
切
な
管
理
並

び
に
空
家
の
発
生
の
未
然
防

止
が
条
例
の
目
的
だ
。

　
空
家
の
発
生
を
未
然
に
防

止
す
る
こ
と
が
、
空
家
等
対

策
計
画
の
中
に
含
ま
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
未
然
防
止
に
つ
い
て
も
、

空
家
等
対
策
計
画
の
中
で
う

た
っ
て
い
き
た
い
。

報告 付託

一般会計補正予算（第７号）
住宅新築資金等貸付特別会計補正予算（第１号）
代替バス運送事業特別会計補正予算（第１号）
後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
集落排水処理事業特別会計補正予算（第２号）
公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）
介護保険特別会計補正予算（第４号）
水道事業会計補正予算（第１号）
病院事業会計補正予算（第２号）
一般会計補正予算（第８号）
第２次過疎地域自立促進計画の変更
職員の配偶者同行休業に関する条例の設定
早期退職希望者の募集及び認定に関する条例の一部改正
職員の育児休業等に関する条例及び職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正
職員の給与に関する条例の一部改正
職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正
行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例の設定
空家等の適切な管理に関する条例の設定
消防団条例の一部改正
税条例等の一部改正
特別医療費助成条例の一部改正
介護保険条例の一部改正
水道事業の設置等に関する条例の一部改正
町立渚交流館の設置及び管理に関する条例の一部改正
東浜レストランの設置及び管理に関する条例の設定
鳥取市と岩美町との一般廃棄物の焼却等に関する事務の委託に関する規約の変更
岩美町と鳥取県との間の地方公共団体における情報通信技術の共同化に関する
事務の委託に関する規約の締結
道路線の認定
町立岩井コミュニティ消防センターの指定管理者の指定　
東浜レストランの指定管理者の指定
一般会計予算
住宅新築資金等貸付特別会計予算
代替バス運送事業特別会計予算
後期高齢者医療特別会計予算
国民健康保険特別会計予算
集落排水処理事業特別会計予算
公共下水道事業特別会計予算
介護保険特別会計予算
水道事業会計予算
病院事業会計予算
監査委員の選任
人権擁護委員候補者の推薦（諮問）
地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書

審議結果
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決

可決

可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
同意
同意
可決

賛否の状況
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致

全員一致

全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
反対：田中克美
全員一致
全員一致
全員一致
反対：杉村宏

28
年
度
補
正
予
算

29
年
度
当
初
予
算

町
長
提
出

条
例
設
定
・
改
正

規
約
等

議　　案

計画

指定
管理者

人事

議員提出

３月定例会の審議結果と賛否の状況

ア
ス
リ
ー
ト
の
指
導
を
受

け
る
北
小
学
校
児
童

町
職
員
と
自
治
会
長
が

空
き
家
実
態
調
査
を
行
う

問問 答答

問 問

問答 答

答

問答

問答
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予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査

予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査

　【
歳

　入
】

問
　
町
税
に
つ
い
て
、
前
年

よ
り
増
額
し
て
い
る
が
、
要

因
は
何
か
。

答
　
個
人
町
民
税
は
、
所
得

金
額
の
増
加
に
よ
る
も
の
、

法
人
町
民
税
は
、
町
内
金
融

機
関
の
増
益
に
よ
る
も
の
、

固
定
資
産
税
は
家
屋
の
新
築
、

町
内
大
手
企
業
の
設
備
投
資

に
よ
る
償
却
資
産
課
税
対
象

額
の
増
額
に
よ
る
も
の
、
市

町
村
た
ば
こ
税
は
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
開
店
な

ど
に
よ
る
購
入
額
の
増
額
を

見
込
ん
で
い
る
。

　【歳

　出
】

交
通
安
全
対
策

問
　
街
頭
指
導
の
際
の
事
故

対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

　
　
指
導
員
を
含
め
、
町
内

各
種
団
体
で
街
頭
指
導
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
方

に
事
故
が
あ
っ
た
場
合
、
町

が
掛
け
て
い
る
、
総
合
賠
償

補
償
全
国
町
村
会
保
険
の
対

象
と
な
る
よ
う
、
検
討
し

た
い
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
事
業

問
　
支
援
が
必
要
な
人
を
ど

の
よ
う
に
産
後
母
子
支
援
事

業
に
つ
な
げ
る
か
。

答
　
保
健
師
や
助
産
師
が
、

妊
娠
時
の
相
談
、
家
庭
訪
問
、

民
生
児
童
委
員
や
地
域
住
民

か
ら
の
情
報
に
よ
り
、
状
況

を
把
握
し
、
支
援
が
必
要
な

母
子
に
は
、一
時
預
か
り
（
助

産
施
設
や
わ
ら
か
い
風
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
や
わ
ら

か
い
風
）
の
利
用
を
勧
め
る
。

子
育
て
世
帯
応
援
事
業

問
　
１
歳
未
満
児
に
対
す
る

在
宅
育
児
給
付
と
、
保
育
所

の
利
用
と
の
関
係
は
ど
う
か
。

答
　
以
前
よ
り
保
育
料
の
軽

減
に
つ
い
て
、
拡
充
を
図
っ

て
き
て
い
る
。

　
乳
児
を
在
宅
で
育
て
た
い

と
い
う
保
護
者
を
支
援
す
る

こ
と
で
、
子
育
て
の
仕
方
の

選
択
肢
を
増
や
し
、
子
育
て

を
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
で
、
出
生
率
の
上
昇

に
つ
な
げ
た
い
。

多
面
的
機
能
支
払
い
交
付
金

問
　
新
た
に
活
動
に
取
り
組

む
組
織
は
ど
こ
か
。

　
ま
だ
取
り
組
ん
で
い
な
い

組
織
に
ど
う
対
応
す
る
か
。

答
　
新
た
に
取
り
組
む
小
田

南
部
に
働
き
か
け
て
い
る
。

　
ま
だ
取
り
組
ん
で
い
な
い

本
庄
、
恩
志
、
新
井
に
は
制

度
を
説
明
し
促
し
た
い
。

問答

問

問答

問答

答

有
害
鳥
獣
駆
除
事
業

問
　
ク
マ
の
対
策
は
ど
う
変

わ
る
か
。

答
　
県
が
策
定
し
た
、
29
年

度
か
ら
34
年
度
ま
で
の
、
ツ

キ
ノ
ワ
グ
マ
保
護
計
画
で
大

き
く
変
わ
っ
た
の
は
、
ゾ
ー

ニ
ン
グ
管
理
を
す
る
こ
と
で

あ
る
。

　
集
落
、
農
耕
地
か
ら
概
ね

２
０
０
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
を
、

「
人
の
生
活
ゾ
ー
ン
」
と
し
、

ク
マ
が
侵
入
し
た
場
合
、
町

長
権
限
に
よ
る
有
害
捕
獲
許

可
に
基
づ
き
、
原
則
有
害
殺

処
分
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

地
域
活
性
化
の
拠
点
づ

く
り
事
業

問
　
道
の
駅
の
電
気
代
を
町

が
負
担
す
る
考
え
方
は
ど
う

か
。

答
　
公
的
な
部
分
は
、
地
域

活
性
化
の
拠
点
と
し
て
、
町

が
負
担
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
28
年
度
の
電
気
代
の
実

績
か
ら
、
公
的
な
部
分
の
面

積
割
合
（
42
・
８
パ
ー
セ
ン

ト
）
に
よ
り
算
出
し
て
い
る
。

小
学
校
英
語
活
動
費

問
　
今
後
教
科
に
な
る
こ
と

に
対
し
て
、
専
門
的
な
取
り

組
み
を
行
わ
な
い
か
。

答
　
32
年
度
か
ら
の
次
期
学

習
指
導
要
領
を
考
慮
し
、
英

語
活
動
支
援
員
を
配
置
し
て
、

授
業
数
を
増
や
し
て
取
り
組

み
た
い
。

中
央
公
民
館
整
備
事
業

問
　
建
て
替
え
に
あ
た
り
、

中
央
公
民
館
で
行
っ
て
い
る
、

町
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
は
、

ど
こ
で
開
催
を
予
定
し
て
い

る
か
。

答
　
建
て
替
え
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
関
係
部
署
に
周

知
し
て
検
討
し
て
お
り
、
開

催
時
期
、
出
席
者
数
な
ど
の

規
模
を
考
慮
し
な
が
ら
、
役

場
や
学
校
、
町
内
公
共
施
設

の
利
用
を
検
討
し
て
い
る
。

集
落
排
水
処
理

事
業
特
別
会
計

問
　
資
本
費
平
準
化
債
の
借

り
入
れ
の
考
え
方
は
ど
う
か
。

答
　
中
期
財
政
見
通
し
を
立

て
る
中
で
、
基
金
が
あ
と
４
、

５
年
で
底
を
つ
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
施
設
建
設
費
の
償

還
が
、
耐
用
年
数
の
前
半
に

集
中
す
る
こ
と
を
緩
和
す
る

た
め
、
資
本
費
平
準
化
債
を

利
用
し
た
い
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
、

基
金
を
延
命
さ
せ
た
と
し
て

も
、
さ
ら
に
数
年
後
に
は
底

を
つ
く
こ
と
に
な
る
。

　
今
後
、
公
共
下
水
道
へ
の

接
続
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

公
共
下
水
道
特
別
会
計

問
　
新
規
加
入
件
数
が
増
加

し
た
の
は
な
ぜ
か
。

問
　
岩
美
道
路
が
、
浦
富
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
開
通

し
た
こ
と
に
よ
り
、
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
で
宅
地

開
発
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
開

通
効
果
に
よ
る
と
思
わ
れ
る

町
外
か
ら
の
転
入
も
、
増
加

の
要
因
で
あ
る
。

病
院
事
業
会
計

問
　
各
都
道
府
県
の
地
域
医

療
構
想
に
よ
る
、
37
年
に
必

要
な
病
院
の
病
床
数
が
報
道

さ
れ
た
が
、
岩
美
病
院
の
将

来
像
は
ど
う
な
る
か
。

答
　
県
は
、
地
域
医
療
構
想

で
示
し
て
い
る
将
来
必
要
と

な
る
病
床
数
は
、
参
考
数
値

で
あ
り
、
削
減
す
る
こ
と
が

決
定
し
て
い
る
も
の
で
は
な

い
と
、
説
明
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
病
床
利
用
は
、

各
病
院
が
そ
れ
ぞ
れ
置
か
れ

て
い
る
状
況
を
勘
案
し
て
、

自
主
的
に
取
り
組
む
も
の
で

あ
り
、
あ
く
ま
で
、
病
院
独

自
の
取
り
組
み
を
尊
重
す
る

も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
た

め
、
岩
美
病
院
は
現
在
の
病

床
数
を
必
要
と
し
て
お
り
、

今
後
も
維
持
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

問
　
兵
庫
県
か
ら
の
患
者
の

流
入
は
、
地
域
医
療
構
想
と
、

県
の
派
遣
医
師
数
に
反
映
さ

れ
て
い
る
か
。

答
　
地
域
医
療
構
想
の
策
定

に
あ
た
り
、
県
同
士
で
、
流

出
入
の
患
者
数
の
デ
ー
タ
を

共
有
す
る
な
ど
し
て
、
必
要

病
床
数
を
推
計
し
て
お
り
、

反
映
さ
れ
て
い
る
。

　
県
は
、
派
遣
医
師
数
の
決

定
に
あ
た
り
、
病
院
の
入
院
、

外
来
の
受
診
患
者
数
を
考
慮

し
、
医
療
法
に
定
め
ら
れ
て

い
る
必
要
医
師
数
を
参
考
に

し
て
い
る
が
、
岩
美
病
院
の

医
師
は
、
通
常
診
療
の
外
に
、

訪
問
診
療
、
特
定
健
診
、
人

間
ド
ッ
ク
な
ど
の
、
公
衆
衛

生
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
さ
ら
に
、
救
急
告
示
病
院

と
し
て
、
休
日
、
時
間
外
も

多
く
の
患
者
に
対
応
し
て
お

り
、
北
但
か
ら
の
救
急
患
者

も
少
な
く
な
い
。

　
医
師
の
負
担
を
増
や
し
て

い
る
こ
れ
ら
の
活
動
も
、
医

師
数
を
考
慮
す
る
要
素
に
加

え
る
よ
う
、
従
来
か
ら
要
請

し
て
き
て
い
る
。

　29
年
度
の
予
算
に
関
す
る
10
議
案
を
審
査
す
る
た

め
、
議
長
を
除
く
議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特

別
委
員
会
（
芝
岡
み
ど
り
委
員
長
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

　こ
の
特
別
委
員
会
は
、
総
務
教
育
、
産
業
福
祉
の
各

分
科
会
で
分
担
し
て
審
査
し
、
各
分
科
会
委
員
長
の
報

告
を
も
と
に
予
算
議
案
全
体
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　そ
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

問答

問答

問答問答

問答

一
般
会
計

問答

問答問答

ステファニーさん（岩美中学校の英語指導助手）の
指導で英語学習をする西小学校児童

街頭指導する各種団体の
ボランティア

地域住民とふれあう母子
（子育て支援センター）

地域医療に取り組む岩美病院の医師（後藤医師）

問答
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予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査

予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査

　【
歳

　入
】

問
　
町
税
に
つ
い
て
、
前
年

よ
り
増
額
し
て
い
る
が
、
要

因
は
何
か
。

答
　
個
人
町
民
税
は
、
所
得

金
額
の
増
加
に
よ
る
も
の
、

法
人
町
民
税
は
、
町
内
金
融

機
関
の
増
益
に
よ
る
も
の
、

固
定
資
産
税
は
家
屋
の
新
築
、

町
内
大
手
企
業
の
設
備
投
資

に
よ
る
償
却
資
産
課
税
対
象

額
の
増
額
に
よ
る
も
の
、
市

町
村
た
ば
こ
税
は
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
開
店
な

ど
に
よ
る
購
入
額
の
増
額
を

見
込
ん
で
い
る
。

　【歳

　出
】

交
通
安
全
対
策

問
　
街
頭
指
導
の
際
の
事
故

対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

　
　
指
導
員
を
含
め
、
町
内

各
種
団
体
で
街
頭
指
導
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
方

に
事
故
が
あ
っ
た
場
合
、
町

が
掛
け
て
い
る
、
総
合
賠
償

補
償
全
国
町
村
会
保
険
の
対

象
と
な
る
よ
う
、
検
討
し

た
い
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
事
業

問
　
支
援
が
必
要
な
人
を
ど

の
よ
う
に
産
後
母
子
支
援
事

業
に
つ
な
げ
る
か
。

答
　
保
健
師
や
助
産
師
が
、

妊
娠
時
の
相
談
、
家
庭
訪
問
、

民
生
児
童
委
員
や
地
域
住
民

か
ら
の
情
報
に
よ
り
、
状
況

を
把
握
し
、
支
援
が
必
要
な

母
子
に
は
、一
時
預
か
り
（
助

産
施
設
や
わ
ら
か
い
風
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
や
わ
ら

か
い
風
）
の
利
用
を
勧
め
る
。

子
育
て
世
帯
応
援
事
業

問
　
１
歳
未
満
児
に
対
す
る

在
宅
育
児
給
付
と
、
保
育
所

の
利
用
と
の
関
係
は
ど
う
か
。

答
　
以
前
よ
り
保
育
料
の
軽

減
に
つ
い
て
、
拡
充
を
図
っ

て
き
て
い
る
。

　
乳
児
を
在
宅
で
育
て
た
い

と
い
う
保
護
者
を
支
援
す
る

こ
と
で
、
子
育
て
の
仕
方
の

選
択
肢
を
増
や
し
、
子
育
て

を
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
で
、
出
生
率
の
上
昇

に
つ
な
げ
た
い
。

多
面
的
機
能
支
払
い
交
付
金

問
　
新
た
に
活
動
に
取
り
組

む
組
織
は
ど
こ
か
。

　
ま
だ
取
り
組
ん
で
い
な
い

組
織
に
ど
う
対
応
す
る
か
。

答
　
新
た
に
取
り
組
む
小
田

南
部
に
働
き
か
け
て
い
る
。

　
ま
だ
取
り
組
ん
で
い
な
い

本
庄
、
恩
志
、
新
井
に
は
制

度
を
説
明
し
促
し
た
い
。

問答

問

問答

問答

答

有
害
鳥
獣
駆
除
事
業

問
　
ク
マ
の
対
策
は
ど
う
変

わ
る
か
。

答
　
県
が
策
定
し
た
、
29
年

度
か
ら
34
年
度
ま
で
の
、
ツ

キ
ノ
ワ
グ
マ
保
護
計
画
で
大

き
く
変
わ
っ
た
の
は
、
ゾ
ー

ニ
ン
グ
管
理
を
す
る
こ
と
で

あ
る
。

　
集
落
、
農
耕
地
か
ら
概
ね

２
０
０
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
を
、

「
人
の
生
活
ゾ
ー
ン
」
と
し
、

ク
マ
が
侵
入
し
た
場
合
、
町

長
権
限
に
よ
る
有
害
捕
獲
許

可
に
基
づ
き
、
原
則
有
害
殺

処
分
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

地
域
活
性
化
の
拠
点
づ

く
り
事
業

問
　
道
の
駅
の
電
気
代
を
町

が
負
担
す
る
考
え
方
は
ど
う

か
。

答
　
公
的
な
部
分
は
、
地
域

活
性
化
の
拠
点
と
し
て
、
町

が
負
担
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
28
年
度
の
電
気
代
の
実

績
か
ら
、
公
的
な
部
分
の
面

積
割
合
（
42
・
８
パ
ー
セ
ン

ト
）
に
よ
り
算
出
し
て
い
る
。

小
学
校
英
語
活
動
費

問
　
今
後
教
科
に
な
る
こ
と

に
対
し
て
、
専
門
的
な
取
り

組
み
を
行
わ
な
い
か
。

答
　
32
年
度
か
ら
の
次
期
学

習
指
導
要
領
を
考
慮
し
、
英

語
活
動
支
援
員
を
配
置
し
て
、

授
業
数
を
増
や
し
て
取
り
組

み
た
い
。

中
央
公
民
館
整
備
事
業

問
　
建
て
替
え
に
あ
た
り
、

中
央
公
民
館
で
行
っ
て
い
る
、

町
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
は
、

ど
こ
で
開
催
を
予
定
し
て
い

る
か
。

答
　
建
て
替
え
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
関
係
部
署
に
周

知
し
て
検
討
し
て
お
り
、
開

催
時
期
、
出
席
者
数
な
ど
の

規
模
を
考
慮
し
な
が
ら
、
役

場
や
学
校
、
町
内
公
共
施
設

の
利
用
を
検
討
し
て
い
る
。

集
落
排
水
処
理

事
業
特
別
会
計

問
　
資
本
費
平
準
化
債
の
借

り
入
れ
の
考
え
方
は
ど
う
か
。

答
　
中
期
財
政
見
通
し
を
立

て
る
中
で
、
基
金
が
あ
と
４
、

５
年
で
底
を
つ
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
施
設
建
設
費
の
償

還
が
、
耐
用
年
数
の
前
半
に

集
中
す
る
こ
と
を
緩
和
す
る

た
め
、
資
本
費
平
準
化
債
を

利
用
し
た
い
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
、

基
金
を
延
命
さ
せ
た
と
し
て

も
、
さ
ら
に
数
年
後
に
は
底

を
つ
く
こ
と
に
な
る
。

　
今
後
、
公
共
下
水
道
へ
の

接
続
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

公
共
下
水
道
特
別
会
計

問
　
新
規
加
入
件
数
が
増
加

し
た
の
は
な
ぜ
か
。

問
　
岩
美
道
路
が
、
浦
富
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
開
通

し
た
こ
と
に
よ
り
、
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
で
宅
地

開
発
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
開

通
効
果
に
よ
る
と
思
わ
れ
る

町
外
か
ら
の
転
入
も
、
増
加

の
要
因
で
あ
る
。

病
院
事
業
会
計

問
　
各
都
道
府
県
の
地
域
医

療
構
想
に
よ
る
、
37
年
に
必

要
な
病
院
の
病
床
数
が
報
道

さ
れ
た
が
、
岩
美
病
院
の
将

来
像
は
ど
う
な
る
か
。

答
　
県
は
、
地
域
医
療
構
想

で
示
し
て
い
る
将
来
必
要
と

な
る
病
床
数
は
、
参
考
数
値

で
あ
り
、
削
減
す
る
こ
と
が

決
定
し
て
い
る
も
の
で
は
な

い
と
、
説
明
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
病
床
利
用
は
、

各
病
院
が
そ
れ
ぞ
れ
置
か
れ

て
い
る
状
況
を
勘
案
し
て
、

自
主
的
に
取
り
組
む
も
の
で

あ
り
、
あ
く
ま
で
、
病
院
独

自
の
取
り
組
み
を
尊
重
す
る

も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
た

め
、
岩
美
病
院
は
現
在
の
病

床
数
を
必
要
と
し
て
お
り
、

今
後
も
維
持
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

問
　
兵
庫
県
か
ら
の
患
者
の

流
入
は
、
地
域
医
療
構
想
と
、

県
の
派
遣
医
師
数
に
反
映
さ

れ
て
い
る
か
。

答
　
地
域
医
療
構
想
の
策
定

に
あ
た
り
、
県
同
士
で
、
流

出
入
の
患
者
数
の
デ
ー
タ
を

共
有
す
る
な
ど
し
て
、
必
要

病
床
数
を
推
計
し
て
お
り
、

反
映
さ
れ
て
い
る
。

　
県
は
、
派
遣
医
師
数
の
決

定
に
あ
た
り
、
病
院
の
入
院
、

外
来
の
受
診
患
者
数
を
考
慮

し
、
医
療
法
に
定
め
ら
れ
て

い
る
必
要
医
師
数
を
参
考
に

し
て
い
る
が
、
岩
美
病
院
の

医
師
は
、
通
常
診
療
の
外
に
、

訪
問
診
療
、
特
定
健
診
、
人

間
ド
ッ
ク
な
ど
の
、
公
衆
衛

生
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
さ
ら
に
、
救
急
告
示
病
院

と
し
て
、
休
日
、
時
間
外
も

多
く
の
患
者
に
対
応
し
て
お

り
、
北
但
か
ら
の
救
急
患
者

も
少
な
く
な
い
。

　
医
師
の
負
担
を
増
や
し
て

い
る
こ
れ
ら
の
活
動
も
、
医

師
数
を
考
慮
す
る
要
素
に
加

え
る
よ
う
、
従
来
か
ら
要
請

し
て
き
て
い
る
。

　29
年
度
の
予
算
に
関
す
る
10
議
案
を
審
査
す
る
た

め
、
議
長
を
除
く
議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特

別
委
員
会
（
芝
岡
み
ど
り
委
員
長
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

　こ
の
特
別
委
員
会
は
、
総
務
教
育
、
産
業
福
祉
の
各

分
科
会
で
分
担
し
て
審
査
し
、
各
分
科
会
委
員
長
の
報

告
を
も
と
に
予
算
議
案
全
体
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　そ
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

問答

問答

問答問答

問答

一
般
会
計

問答

問答問答

ステファニーさん（岩美中学校の英語指導助手）の
指導で英語学習をする西小学校児童

街頭指導する各種団体の
ボランティア

地域住民とふれあう母子
（子育て支援センター）

地域医療に取り組む岩美病院の医師（後藤医師）

問答
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28
年
度
補
正
予
算

28
年
度
補
正
予
算

　
１
億
２
６
３
１
万
円
増
額

し
、
総
額
65
億
９
７
５
９
万

円
と
し
た
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

地
方
交
付
税

　
　
　
４
６
４
４
万
円
増
額

　
交
付
税
額
の
確
定
に
よ
る

増
。

ふ
る
さ
と
岩
美
ま
ち
づ
く

り
寄
付
金

　
　
　
１
２
０
０
万
円
増
額

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金

額
の
増
。

　
28
年
度
補
正
予
算
10

議
案
を
３
月
８
日
に
審

議
し
ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
28
年
度
補
正
予
算（
追

加
）
議
案
を
３
月
23
日

に
審
議
し
ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

  

一
般
会
計

  

一
般
会
計

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

「
瑞
風
」受
入
推
進
事
業
費

　
　
　
　
３
８
２
万
円
増
額

　
レ
ス
ト
ラ
ン「
ア
ル 

マ
ー

レ
」
の
食
器
な
ど
購
入
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

し
ご
と
・
交
流
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
整
備
事
業
費
　

　
１
億
５
９
３
２
万
円
増
額

　
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子

育
て
中
の
若
者
が
交
流
、
サ

ポ
ー
ト
し
な
が
ら
働
く
こ
と

が
で
き
る
拠
点
施
設
を
、
地

方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
を

活
用
し
整
備
。

有
害
鳥
獣
駆
除
事
業
費

　
　
　
　
１
４
８
万
円
増
額

　
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
な
ど
の

捕
獲
件
数
増
。

漁
業
就
業
者
確
保
総
合
対

策
事
業
費

　
　
　
　
２
３
７
万
円
減
額

　
沖
合
底
曳
き
網
漁
船
の
研

修
生
２
人
が
、
自
己
都
合
退

職
。

企
業
立
地
促
進
補
助
金

　
　
　
　
９
４
１
万
円
増
額

　
認
定
事
業
者
の
増
。

新
規
創
業
・
開
業
支
援
事

業
費

　
　
　
　
２
５
０
万
円
増
額

　
町
内
で
新
規
事
業
を
開
始

し
、
町
内
在
住
者
を
雇
用
す

る
事
業
者
を
支
援
。

町
道
新
設
改
良
事
業
費

　
　
　
６
７
０
０
万
円
減
額

　
国
庫
補
助
金
の
配
分
が
少

な
か
っ
た
た
め
、
町
道
前
田

線
改
良
を
一
部
延
期
。

遺
跡
発
掘
調
査
事
業
費

　
　
　
　
３
８
９
万
円
増
額

　
道
路
改
良
事
業
に
伴
う
、

県
委
託
事
業
。

  

水
道
事
業
会
計

　
収
益
的
収
入
及
び
支
出
を

４
２
８
万
円
増
額
し
、
総
額

２
億
５
９
１
２
万
円
と
し
た
。

新
加
入
者
納
付
金

　
　
　
　
１
０
４
万
円
増
額

　
新
加
入
者
の
大
幅
な
伸
び
。

　
１
０
４
８
万
円
増
額
し
、

総
額
66
億
８
０
８
万
円
と
し

た
。

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

田
後
展
望
施
設
連
絡
橋
改

修
事
業
費

　
　
　
　
５
０
３
万
円
増
額

　
２
月
の
大
雪
に
よ
る
落
橋

改
修
。

　
こ
の
他
の
大
雪
対
策
費
４

件
は
、
４
４
５
万
円
。

岩
美
高
等
学
校
振
興
活
動

支
援
補
助
金

　
　
　
　
１
０
０
万
円
増
額

　
小
・
中
学
校
の
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
の
支
援
を
、
岩

美
高
に
も
適
用
。

施
設
名

　
町
立
岩
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
消
防
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者

　
岩
井
温
泉
区

期
間

　
29
年
４
月
１
日
か
ら

　
39
年
３
月
31
日
ま
で

施
設
名

　
東
浜
レ
ス
ト
ラ
ン

指
定
管
理
者

　
株
式
会
社
東
浜

期
間

　
29
年
４
月
１
日
か
ら

　
32
年
３
月
31
日
ま
で

　

  

人 

　事

　
監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

し
ま
し
た
。

　
寺
谷
　
信
一
郎 

（
陸
上
）

　
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
岩
﨑
　
弘
道 

（
岩
本
）

（
敬
称
略
）

指
定
管
理
者
の
指
名

採
択
　
田
中
克
美
議
員

　
日
本
は
銃
砲
刀
剣
の
所
持

が
禁
止
さ
れ
、
内
乱
罪
や
凶

器
準
備
集
合
罪
な
ど
、
実
行

以
前
の
段
階
か
ら
取
り
締
ま

る
制
度
が
既
に
あ
り
、
テ
ロ

等
準
備
罪
を
創
設
す
る
必
要

が
な
い
。

　
法
案
は
、
二
人
以
上
が
準

備
行
為
を
伴
っ
て
実
行
計
画

を
合
意
す
る
こ
と
を
処
罰
す

る
も
の
で
、
国
家
権
力
に

よ
っ
て
個
人
の
通
信
の
秘
密

や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
基
本

的
人
権
が
大
き
く
脅
か
さ
れ

る
。

不
採
択
　
田
中
伸
吾
議
員

　
1
8
7
か
国
が
締
結
し
て

い
る
国
際
組
織
犯
罪
防
止
条

約
を
、
主
要
７
か
国
の
う
ち

日
本
だ
け
が
締
結
し
て
お
ら

ず
、
締
結
要
件
と
し
て
テ
ロ

等
組
織
犯
罪
準
備
罪
の
創
設

が
必
要
だ
。

　
法
案
は
、
対
象
を
専
ら
犯

罪
目
的
の
集
団
に
限
定
し
、

一
般
国
民
に
は
関
係
な
い
も

の
で
、
国
内
の
治
安
対
策
と

し
て
早
期
成
立
が
必
要
だ
。

採
択
　
日
出
嶋
香
代
子
議
員

　
法
案
は
、
憲
法
が
保
障
す

る
市
民
の
表
現
、
思
想
、
内

心
の
自
由
を
侵
害
し
、
監
視

社
会
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

り
、
採
択
す
べ
き
。

採
択
　
杉
村
宏
議
員

　
日
本
弁
護
士
会
の
新
た
な

立
法
は
必
要
な
い
と
す
る
公

式
見
解
に
よ
り
、
採
択
す
べ

き
。

不
採
択
　
柳
正
敏
議
員

　
こ
の
条
約
は
、
重
大
な
犯

罪
を
行
う
こ
と
の
合
意
又
は

組
織
的
犯
罪
集
団
の
活
動
へ

の
参
加
の
少
な
く
と
も
一
方

を
犯
罪
と
す
る
も
の
だ
が
、

日
本
の
現
行
法
は
、
合
意
罪

は
ご
く
一
部
し
か
満
た
さ
ず
、

参
加
罪
も
存
在
し
な
い
た
め
、

新
た
な
立
法
措
置
が
必
要
だ
。

※
次
ペ
ー
ジ
の
討
論
も
お
読 

　
み
く
だ
さ
い
。

請願・陳情審査結果

賛否めぐり白熱の討論賛否めぐり白熱の討論賛否めぐり白熱の討論
請願・陳情はすべて不採択、議員提出議案は可決

件　　　名 委員会審査報告 本会議の賛否 結　果

不採択

テロ等組織犯罪準備罪（共謀罪）
の創設に反対する請願書
提出者　
　憲法改悪反対鳥取県共同セン
　ター代表
　鳥取県労連議長
　田中　暁
紹介議員
　田中克美、日出嶋香代子

賛成
杉村宏
日出嶋香代子
田中克美

　国際的にテロが多発し、日本もその渦に巻き込まれるこ
とが考えられる中、３年後に東京オリンピック・パラリン
ピックを控えており、国際社会と協調してテロを未然に防ぎ、
組織犯罪に立ち向かうための法整備は必要である。また、
法案は、対象となる集団を、犯罪を実行するために結びつ
いている「組織的犯罪集団」に限定し、資金調達などの準
備行為があることを条件に盛り込むとともに、対象犯罪を
テロや薬物関連など 277 に絞り込まれる見込みであるので、
不採択。

不採択

不採択

「沖縄の声に共鳴して地方自治
の堅持を日本政府に求める意見
書」の採択を求める陳情
提出者
　鳥取県労働組合総連合
　議長　田中　暁

賛成
杉村宏
日出嶋香代子
田中克美

　沖縄県民の苦難の心情は理解できるが、北朝鮮などの動
向による緊張が高まる中、日本の平和と安全を守るという
重要な役割を持つ政府は、米軍再編、土地返還など、沖縄
の負担軽減にもつながる米軍基地建設計画を進めており、
沖縄の民意を真摯に受け止めていると認められるので、不
採択。

「最低賃金の改善と中小企業支
援の拡充を求める意見書」の採
択を求める陳情書
提出者
　鳥取県労働組合総連合
　議長　田中　暁

賛成
杉村宏
田中克美

　鳥取県の最低賃金は、平成 28 年に 693 円から 715 円に
引き上げられたところであるが、県内企業においては、労
働コストの増加によって厳しい経営を強いられている現状
があり、県内の経済状況を勘案すると、これをすぐに全国
一律 1000 円以上に引き上げることは、性急で現実的でな
いので、不採択。

ユニバーサルデザインしごと・交流センター
整備予定地（旧本庄小学校を解体）

テ
ロ
等
組
織
犯
罪
準
備
罪（
共
謀
罪
）

の
創
設
に
反
対
す
る
請
願
書
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28
年
度
補
正
予
算

28
年
度
補
正
予
算

　
１
億
２
６
３
１
万
円
増
額

し
、
総
額
65
億
９
７
５
９
万

円
と
し
た
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

地
方
交
付
税

　
　
　
４
６
４
４
万
円
増
額

　
交
付
税
額
の
確
定
に
よ
る

増
。

ふ
る
さ
と
岩
美
ま
ち
づ
く

り
寄
付
金

　
　
　
１
２
０
０
万
円
増
額

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金

額
の
増
。

　
28
年
度
補
正
予
算
10

議
案
を
３
月
８
日
に
審

議
し
ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
28
年
度
補
正
予
算（
追

加
）
議
案
を
３
月
23
日

に
審
議
し
ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

  

一
般
会
計

  

一
般
会
計

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

「
瑞
風
」受
入
推
進
事
業
費

　
　
　
　
３
８
２
万
円
増
額

　
レ
ス
ト
ラ
ン「
ア
ル 

マ
ー

レ
」
の
食
器
な
ど
購
入
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

し
ご
と
・
交
流
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
整
備
事
業
費
　

　
１
億
５
９
３
２
万
円
増
額

　
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子

育
て
中
の
若
者
が
交
流
、
サ

ポ
ー
ト
し
な
が
ら
働
く
こ
と

が
で
き
る
拠
点
施
設
を
、
地

方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
を

活
用
し
整
備
。

有
害
鳥
獣
駆
除
事
業
費

　
　
　
　
１
４
８
万
円
増
額

　
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
な
ど
の

捕
獲
件
数
増
。

漁
業
就
業
者
確
保
総
合
対

策
事
業
費

　
　
　
　
２
３
７
万
円
減
額

　
沖
合
底
曳
き
網
漁
船
の
研

修
生
２
人
が
、
自
己
都
合
退

職
。

企
業
立
地
促
進
補
助
金

　
　
　
　
９
４
１
万
円
増
額

　
認
定
事
業
者
の
増
。

新
規
創
業
・
開
業
支
援
事

業
費

　
　
　
　
２
５
０
万
円
増
額

　
町
内
で
新
規
事
業
を
開
始

し
、
町
内
在
住
者
を
雇
用
す

る
事
業
者
を
支
援
。

町
道
新
設
改
良
事
業
費

　
　
　
６
７
０
０
万
円
減
額

　
国
庫
補
助
金
の
配
分
が
少

な
か
っ
た
た
め
、
町
道
前
田

線
改
良
を
一
部
延
期
。

遺
跡
発
掘
調
査
事
業
費

　
　
　
　
３
８
９
万
円
増
額

　
道
路
改
良
事
業
に
伴
う
、

県
委
託
事
業
。

  

水
道
事
業
会
計

　
収
益
的
収
入
及
び
支
出
を

４
２
８
万
円
増
額
し
、
総
額

２
億
５
９
１
２
万
円
と
し
た
。

新
加
入
者
納
付
金

　
　
　
　
１
０
４
万
円
増
額

　
新
加
入
者
の
大
幅
な
伸
び
。

　
１
０
４
８
万
円
増
額
し
、

総
額
66
億
８
０
８
万
円
と
し

た
。

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

田
後
展
望
施
設
連
絡
橋
改

修
事
業
費

　
　
　
　
５
０
３
万
円
増
額

　
２
月
の
大
雪
に
よ
る
落
橋

改
修
。

　
こ
の
他
の
大
雪
対
策
費
４

件
は
、
４
４
５
万
円
。

岩
美
高
等
学
校
振
興
活
動

支
援
補
助
金

　
　
　
　
１
０
０
万
円
増
額

　
小
・
中
学
校
の
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
の
支
援
を
、
岩

美
高
に
も
適
用
。

施
設
名

　
町
立
岩
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
消
防
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者

　
岩
井
温
泉
区

期
間

　
29
年
４
月
１
日
か
ら

　
39
年
３
月
31
日
ま
で

施
設
名

　
東
浜
レ
ス
ト
ラ
ン

指
定
管
理
者

　
株
式
会
社
東
浜

期
間

　
29
年
４
月
１
日
か
ら

　
32
年
３
月
31
日
ま
で

　

  

人 

　事

　
監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

し
ま
し
た
。

　
寺
谷
　
信
一
郎 

（
陸
上
）

　
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
岩
﨑
　
弘
道 

（
岩
本
）

（
敬
称
略
）

指
定
管
理
者
の
指
名

採
択
　
田
中
克
美
議
員

　
日
本
は
銃
砲
刀
剣
の
所
持

が
禁
止
さ
れ
、
内
乱
罪
や
凶

器
準
備
集
合
罪
な
ど
、
実
行

以
前
の
段
階
か
ら
取
り
締
ま

る
制
度
が
既
に
あ
り
、
テ
ロ

等
準
備
罪
を
創
設
す
る
必
要

が
な
い
。

　
法
案
は
、
二
人
以
上
が
準

備
行
為
を
伴
っ
て
実
行
計
画

を
合
意
す
る
こ
と
を
処
罰
す

る
も
の
で
、
国
家
権
力
に

よ
っ
て
個
人
の
通
信
の
秘
密

や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
基
本

的
人
権
が
大
き
く
脅
か
さ
れ

る
。

不
採
択
　
田
中
伸
吾
議
員

　
1
8
7
か
国
が
締
結
し
て

い
る
国
際
組
織
犯
罪
防
止
条

約
を
、
主
要
７
か
国
の
う
ち

日
本
だ
け
が
締
結
し
て
お
ら

ず
、
締
結
要
件
と
し
て
テ
ロ

等
組
織
犯
罪
準
備
罪
の
創
設

が
必
要
だ
。

　
法
案
は
、
対
象
を
専
ら
犯

罪
目
的
の
集
団
に
限
定
し
、

一
般
国
民
に
は
関
係
な
い
も

の
で
、
国
内
の
治
安
対
策
と

し
て
早
期
成
立
が
必
要
だ
。

採
択
　
日
出
嶋
香
代
子
議
員

　
法
案
は
、
憲
法
が
保
障
す

る
市
民
の
表
現
、
思
想
、
内

心
の
自
由
を
侵
害
し
、
監
視

社
会
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

り
、
採
択
す
べ
き
。

採
択
　
杉
村
宏
議
員

　
日
本
弁
護
士
会
の
新
た
な

立
法
は
必
要
な
い
と
す
る
公

式
見
解
に
よ
り
、
採
択
す
べ

き
。

不
採
択
　
柳
正
敏
議
員

　
こ
の
条
約
は
、
重
大
な
犯

罪
を
行
う
こ
と
の
合
意
又
は

組
織
的
犯
罪
集
団
の
活
動
へ

の
参
加
の
少
な
く
と
も
一
方

を
犯
罪
と
す
る
も
の
だ
が
、

日
本
の
現
行
法
は
、
合
意
罪

は
ご
く
一
部
し
か
満
た
さ
ず
、

参
加
罪
も
存
在
し
な
い
た
め
、

新
た
な
立
法
措
置
が
必
要
だ
。

※
次
ペ
ー
ジ
の
討
論
も
お
読 

　
み
く
だ
さ
い
。

請願・陳情審査結果

賛否めぐり白熱の討論賛否めぐり白熱の討論賛否めぐり白熱の討論
請願・陳情はすべて不採択、議員提出議案は可決

件　　　名 委員会審査報告 本会議の賛否 結　果

不採択

テロ等組織犯罪準備罪（共謀罪）
の創設に反対する請願書
提出者　
　憲法改悪反対鳥取県共同セン
　ター代表
　鳥取県労連議長
　田中　暁
紹介議員
　田中克美、日出嶋香代子

賛成
杉村宏
日出嶋香代子
田中克美

　国際的にテロが多発し、日本もその渦に巻き込まれるこ
とが考えられる中、３年後に東京オリンピック・パラリン
ピックを控えており、国際社会と協調してテロを未然に防ぎ、
組織犯罪に立ち向かうための法整備は必要である。また、
法案は、対象となる集団を、犯罪を実行するために結びつ
いている「組織的犯罪集団」に限定し、資金調達などの準
備行為があることを条件に盛り込むとともに、対象犯罪を
テロや薬物関連など 277 に絞り込まれる見込みであるので、
不採択。

不採択

不採択

「沖縄の声に共鳴して地方自治
の堅持を日本政府に求める意見
書」の採択を求める陳情
提出者
　鳥取県労働組合総連合
　議長　田中　暁

賛成
杉村宏
日出嶋香代子
田中克美

　沖縄県民の苦難の心情は理解できるが、北朝鮮などの動
向による緊張が高まる中、日本の平和と安全を守るという
重要な役割を持つ政府は、米軍再編、土地返還など、沖縄
の負担軽減にもつながる米軍基地建設計画を進めており、
沖縄の民意を真摯に受け止めていると認められるので、不
採択。

「最低賃金の改善と中小企業支
援の拡充を求める意見書」の採
択を求める陳情書
提出者
　鳥取県労働組合総連合
　議長　田中　暁

賛成
杉村宏
田中克美

　鳥取県の最低賃金は、平成 28 年に 693 円から 715 円に
引き上げられたところであるが、県内企業においては、労
働コストの増加によって厳しい経営を強いられている現状
があり、県内の経済状況を勘案すると、これをすぐに全国
一律 1000 円以上に引き上げることは、性急で現実的でな
いので、不採択。

ユニバーサルデザインしごと・交流センター
整備予定地（旧本庄小学校を解体）

テ
ロ
等
組
織
犯
罪
準
備
罪（
共
謀
罪
）

の
創
設
に
反
対
す
る
請
願
書
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採
択
　
田
中
克
美
議
員

　
沖
縄
県
を
は
じ
め
市
町
村

や
議
会
な
ど
、
多
く
の
県
民

が
県
民
大
会
や
建
白
書
な
ど

で
、
政
府
に
対
し
て
オ
ス
プ

レ
イ
配
備
の
撤
回
や
米
軍
普

天
間
基
地
の
撤
去
を
再
三
求

め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

政
府
は
、
沖
縄
の
民
意
を
一

顧
だ
に
せ
ず
、
基
地
強
化
を

強
権
的
に
進
め
て
い
る
。

　
こ
の
様
な
政
府
の
対
応
は
、

地
方
自
治
の
理
念
を
損
な
う

も
の
で
あ
り
、
陳
情
の
見
解

を
、
国
頭
村
と
交
流
し
て
い

る
町
の
議
員
、
議
会
と
し
て

理
解
し
共
感
す
る
。

不
採
択
　
寺
垣
智
章
議
員

　
国
と
沖
縄
で
主
張
が
対
立

し
て
い
る
部
分
が
あ
る
が
、

地
方
自
治
法
に
基
づ
い
て
適

切
に
処
理
さ
れ
、
政
府
は
真

摯
に
沖
縄
県
の
意
見
を
受
け

止
め
つ
つ
、
抑
止
力
の
維
持

と
沖
縄
県
の
負
担
軽
減
を
両

立
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て

お
り
、
不
採
択
と
す
べ
き
。

採
択
　
杉
村
宏
議
員

　
本
土
と
沖
縄
と
は
、
地
政

学
的
、
歴
史
的
に
立
ち
位
置

や
認
識
が
相
当
に
異
な
る
と

考
え
、
陳
情
の
趣
旨
を
理
解

し
て
採
択
す
べ
き
。

不
採
択
　
柳
正
敏
議
員

　
国
と
地
方
公
共
団
体
が
対

立
す
る
場
合
は
、
各
種
法
令

の
規
定
に
沿
っ
て
解
決
が
図

ら
れ
て
お
り
、
政
府
自
ら
が

地
方
自
治
を
踏
み
に
じ
る
と

い
う
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。

議
員
提
出
議
案

採
択
　
田
中
克
美
議
員

　
不
安
定
な
所
得
と
そ
の
低

さ
が
結
婚
や
出
産
・
育
児
を

阻
害
し
、
少
子
化
の
極
め
て

大
き
な
要
因
だ
。
経
済
が
上

向
か
な
い
の
も
個
人
消
費
・

家
計
消
費
の
低
迷
が
原
因
だ
。

　
今
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の

窮
状
を
打
開
す
る
最
も
基
本

的
な
方
策
の
一
つ
と
し
て
、

全
国
で
中
小
企
業
の
直
接
支

援
を
行
い
、
最
低
賃
金
を
引

き
上
げ
よ
と
す
る
こ
の
陳
情

を
採
択
す
べ
き
。

不
採
択
　
寺
垣
智
章
議
員

　
全
国
一
律
の
最
低
賃
金
の

導
入
は
、
地
方
の
中
小
企
業

を
圧
迫
し
、
雇
用
を
失
う
。

　
ま
た
、
政
府
の
直
接
支
援

に
頼
る
形
で
は
、
持
続
可
能

な
経
済
政
策
と
言
え
ず
、
陳

情
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

採
択
　
杉
村
宏
議
員

　
町
内
雇
用
環
境
の
改
善
に

資
す
る
も
の
で
あ
り
、
内
閣

総
理
大
臣
も
全
国
平
均

1
0
0
0
円
を
目
指
し
て
お

り
、
そ
の
進
展
を
促
す
た
め

採
択
す
べ
き
。

　
国
民
の
政
治
参
加
や
地
方

議
会
に
お
け
る
人
材
確
保
の

観
点
を
踏
ま
え
、
新
た
に
地

方
議
会
議
員
が
厚
生
年
金
へ

加
入
で
き
る
制
度
を
国
に
求

め
る
意
見
書
を
提
出
す
る
。

   

討

　論

反
対
　
杉
村
宏
議
員

　
岩
美
町
議
会
議
員
は
、
常

用
的
勤
務
と
は
受
け
と
め
ら

れ
ず
、
ま
た
、
公
的
負
担
の

増
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

現
在
は
さ
ら
に
検
討
を
要
す

る
段
階
で
、
意
見
書
提
出
ま

で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

賛
成
　
柳
正
敏
議
員

　
幅
広
い
層
の
世
代
が
議
員

を
や
ろ
う
と
思
え
る
環
境
づ

く
り
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
、
地
方

議
会
議
員
の
年
金
制
度
を
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
す

る
こ
と
で
、
議
員
を
志
す
新

た
な
人
材
確
保
に
つ
な
が
る
。

　
こ
の
意
見
書
を
国
に
要
望

す
る
こ
と
は
、
現
職
の
議
員

と
し
て
の
責
務
で
あ
る
と
考

え
る
。

賛
成
　
田
中
克
美
議
員

　
議
員
の
存
在
意
義
を
果
た

す
た
め
に
は
日
常
の
研
さ
ん

が
不
可
欠
で
、
常
用
的
で
な

い
か
ら
と
、
単
に
拘
束
時
間

で
基
準
を
設
け
る
こ
と
は
不

合
理
だ
。

　
議
員
が
生
活
し
活
動
を
継

続
し
て
本
務
を
果
た
す
た
め

に
は
、
十
分
な
報
酬
と
は
言

え
ず
、
退
職
後
の
生
活
保
障

も
何
ら
か
の
制
度
的
な
保
障

が
必
要
だ
。

　
３
　
33
年
ぶ
り
の
大
雪
で
、

道
路
の
通
行
が
困
難
と
な
っ

た
。

　
こ
の
よ
う
な
大
雪
災
害
に

も
、
自
主
防
災
組
織
の
働
き

が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　
必
要
性
と
課
題
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。

　
　
　
雪
の
対
策
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
に
、
集
落
で
、
あ

る
い
は
自
主
防
災
組
織
そ
の

も
の
で
、
自
治
会
で
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　
大
雪
に
つ
い
て
も
、
防
災

組
織
の
活
動
が
、
非
常
に
必

要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

杉
村
　
町
内
企
業
が
保
有
す

る
除
雪
機
で
、
自
社
の
敷
地

な
ど
を
除
雪
し
終
え
た
後
、

幾
ら
か
の
除
雪
協
力
を
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
町
ま
た
は

自
主
防
災
組
織
と
の
間
で
協

定
は
で
き
な
い
か
。

町
長
　
今
、
町
内
の
事
業
所

で
は
大
型
の
除
雪
機
は
ほ
と

ん
ど
持
っ
て
い
な
い
。

　
浦
富
の
町
営
の
駐
車
場
や

ご
み
の
集
積
場
を
、
自
主
的

に
除
雪
協
力
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
例
は
あ
る
が
、
県
の

車
両
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
派

遣
し
て
運
転
す
る
ス
タ
イ
ル

と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
状
況
は
非
常
に
困
難
だ
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

杉
村
　
小
型
除
雪
機
を
保
有

し
て
い
る
企
業
に
、
大
型
除

雪
機
が
入
れ
な
い
道
路
な
ど

の
除
雪
に
協
力
は
い
た
だ
け

な
い
か
。

町
長
　
住
民
の
皆
さ
ん
、
町

内
会
と
企
業
と
で
自
主
的
に

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

杉
村
　
大
雪
で
町
内
の
宿
泊

予
約
キ
ャ
ン
セ
ル
な
ど
へ
の

影
響
は
あ
っ
た
か
。

飯
野
商
工
観
光
課
長
　
観
光

協
会
の
ま
と
め
で
は
、
宿
泊
、

日
帰
り
を
含
め
、
７
７
２
人

だ
。

杉
村
　
観
光
協
会
か
ら
要

望
や
意
見
は
あ
っ
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　  

町
に

は
、
排
雪
、
除
雪
作
業
を

精
一
杯
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
台
風
も
含
め
、
予
測
で

き
な
い
自
然
災
害
は
、
や

む
を
得
な
い
と
の
意
見
を

聞
い
て
い
る
。

杉
村
　
県
対
策
は
町
内
船
を

多
く
想
定
し
た
も
の
と
捉
え

る
が
、
町
内
船
籍
の
沖
合
底

曳
き
網
漁
船
の
代
船
建
造
の

見
込
み
は
ど
う
か
。

町
長
　
12
隻
中
、
７
隻
の
更

新
計
画
が
あ
る
が
、
難
し
い

状
況
の
中
で
、
国
の
28
年
度

予
算
で
は
２
隻
の
予
定
だ
。

杉
村
　
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
漁
獲
量

日
本
一
の
実
績
を
、
今
後
も

積
上
げ
ら
れ
る
見
込
み
は
あ

る
か
。

町
長
　
そ
こ
に
こ
だ
わ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
す
る
と

い
う
捉
え
は
し
な
い
。

杉
村
　
漁
業
就
業
者
確
保
と

し
て
、
船
の
法
定
点
検
時
に
、

ラ
イ
フ
ラ
フ
ト
（
救
命
い
か

だ
）
の
乗
船
体
験
な
ど
を
公

開
し
、
安
全
対
策
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
は
ど
う
か
。

町
長
　
町
が
行
う
考
え
は
な

い
。

　
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
（
救

命
胴
衣
）
に
つ
い
て
は
、
装

備
の
再
検
討
を
県
と
も
相
談

し
て
い
る
。

　
点
検
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
、
船
舶
法
に
基
づ
き
団

体
が
行
っ
て
い
る
。

　
依
頼
が
あ
れ
ば
、
防
災
無

線
で
放
送
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

　
町
道
前
田
線
の
冠
水
対
策

　
地
籍
調
査
結
果
の
積
極
的

な
広
報

　
岩
美
病
院
の
医
師
負
担
の

認
識
共
有

除
雪
に
民
間
企
業
の
協
力
協
定
を
検
討
せ
よ

杉
村
　
宏
議
員

状
況
は
非
常
に
困
難
だ

榎
本
町
長

沖
合
底
曳
き
網
漁
船
の
代
船
建
造

は
ど
う
か

杉
村
　
宏
議
員

見
込
み
は
２
隻
だ

榎
本
町
長

杉村　宏議員

杉
村

杉
村

杉
村

杉
村

杉
村

杉
村

杉
村

杉
村

町
長

町
長

町
長

飯
野
商
工
観
光
課
長

飯
野
商
工
観
光
課
長

町
長

町
長

町
長

活躍する町の大型除雪車（町道唐川線）

一

　般

　質

　問

一

　般

　質

　問

杉
村
　
　
宏 

議
員

「
沖
縄
の
声
に
共
鳴
し
て
地
方
自
治
の

堅
持
を
日
本
政
府
に
求
め
る
意
見
書
」の

採
択
を
求
め
る
陳
情

「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業

支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」の

採
択
を
求
め
る
陳
情
書

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制
度
へ

の
加
入
を
求
め
る
意
見
書
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採
択
　
田
中
克
美
議
員

　
沖
縄
県
を
は
じ
め
市
町
村

や
議
会
な
ど
、
多
く
の
県
民

が
県
民
大
会
や
建
白
書
な
ど

で
、
政
府
に
対
し
て
オ
ス
プ

レ
イ
配
備
の
撤
回
や
米
軍
普

天
間
基
地
の
撤
去
を
再
三
求

め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

政
府
は
、
沖
縄
の
民
意
を
一

顧
だ
に
せ
ず
、
基
地
強
化
を

強
権
的
に
進
め
て
い
る
。

　
こ
の
様
な
政
府
の
対
応
は
、

地
方
自
治
の
理
念
を
損
な
う

も
の
で
あ
り
、
陳
情
の
見
解

を
、
国
頭
村
と
交
流
し
て
い

る
町
の
議
員
、
議
会
と
し
て

理
解
し
共
感
す
る
。

不
採
択
　
寺
垣
智
章
議
員

　
国
と
沖
縄
で
主
張
が
対
立

し
て
い
る
部
分
が
あ
る
が
、

地
方
自
治
法
に
基
づ
い
て
適

切
に
処
理
さ
れ
、
政
府
は
真

摯
に
沖
縄
県
の
意
見
を
受
け

止
め
つ
つ
、
抑
止
力
の
維
持

と
沖
縄
県
の
負
担
軽
減
を
両

立
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て

お
り
、
不
採
択
と
す
べ
き
。

採
択
　
杉
村
宏
議
員

　
本
土
と
沖
縄
と
は
、
地
政

学
的
、
歴
史
的
に
立
ち
位
置

や
認
識
が
相
当
に
異
な
る
と

考
え
、
陳
情
の
趣
旨
を
理
解

し
て
採
択
す
べ
き
。

不
採
択
　
柳
正
敏
議
員

　
国
と
地
方
公
共
団
体
が
対

立
す
る
場
合
は
、
各
種
法
令

の
規
定
に
沿
っ
て
解
決
が
図

ら
れ
て
お
り
、
政
府
自
ら
が

地
方
自
治
を
踏
み
に
じ
る
と

い
う
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。

議
員
提
出
議
案

採
択
　
田
中
克
美
議
員

　
不
安
定
な
所
得
と
そ
の
低

さ
が
結
婚
や
出
産
・
育
児
を

阻
害
し
、
少
子
化
の
極
め
て

大
き
な
要
因
だ
。
経
済
が
上

向
か
な
い
の
も
個
人
消
費
・

家
計
消
費
の
低
迷
が
原
因
だ
。

　
今
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の

窮
状
を
打
開
す
る
最
も
基
本

的
な
方
策
の
一
つ
と
し
て
、

全
国
で
中
小
企
業
の
直
接
支

援
を
行
い
、
最
低
賃
金
を
引

き
上
げ
よ
と
す
る
こ
の
陳
情

を
採
択
す
べ
き
。

不
採
択
　
寺
垣
智
章
議
員

　
全
国
一
律
の
最
低
賃
金
の

導
入
は
、
地
方
の
中
小
企
業

を
圧
迫
し
、
雇
用
を
失
う
。

　
ま
た
、
政
府
の
直
接
支
援

に
頼
る
形
で
は
、
持
続
可
能

な
経
済
政
策
と
言
え
ず
、
陳

情
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

採
択
　
杉
村
宏
議
員

　
町
内
雇
用
環
境
の
改
善
に

資
す
る
も
の
で
あ
り
、
内
閣

総
理
大
臣
も
全
国
平
均

1
0
0
0
円
を
目
指
し
て
お

り
、
そ
の
進
展
を
促
す
た
め

採
択
す
べ
き
。

　
国
民
の
政
治
参
加
や
地
方

議
会
に
お
け
る
人
材
確
保
の

観
点
を
踏
ま
え
、
新
た
に
地

方
議
会
議
員
が
厚
生
年
金
へ

加
入
で
き
る
制
度
を
国
に
求

め
る
意
見
書
を
提
出
す
る
。

   

討

　論

反
対
　
杉
村
宏
議
員

　
岩
美
町
議
会
議
員
は
、
常

用
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務
と
は
受
け
と
め
ら

れ
ず
、
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た
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負
担
の
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も
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れ
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こ
と
か
ら
、

現
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ら
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検
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要
す

る
段
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で
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っ
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い
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。

賛
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柳
正
敏
議
員

　
幅
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議
員
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や
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環
境
づ
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な
ら

な
い
。
そ
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め
に
、
地
方

議
会
議
員
の
年
金
制
度
を
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
す

る
こ
と
で
、
議
員
を
志
す
新

た
な
人
材
確
保
に
つ
な
が
る
。

　
こ
の
意
見
書
を
国
に
要
望

す
る
こ
と
は
、
現
職
の
議
員

と
し
て
の
責
務
で
あ
る
と
考

え
る
。

賛
成
　
田
中
克
美
議
員

　
議
員
の
存
在
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果
た
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日
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で
な
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と
、
単
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束
時
間
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と
は
不

合
理
だ
。

　
議
員
が
生
活
し
活
動
を
継

続
し
て
本
務
を
果
た
す
た
め

に
は
、
十
分
な
報
酬
と
は
言

え
ず
、
退
職
後
の
生
活
保
障

も
何
ら
か
の
制
度
的
な
保
障

が
必
要
だ
。

　
３
　
33
年
ぶ
り
の
大
雪
で
、

道
路
の
通
行
が
困
難
と
な
っ

た
。

　
こ
の
よ
う
な
大
雪
災
害
に

も
、
自
主
防
災
組
織
の
働
き

が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　
必
要
性
と
課
題
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。

　
　
　
雪
の
対
策
に
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い
て

そ
れ
ぞ
れ
に
、
集
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で
、
あ

る
い
は
自
主
防
災
組
織
そ
の

も
の
で
、
自
治
会
で
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　
大
雪
に
つ
い
て
も
、
防
災

組
織
の
活
動
が
、
非
常
に
必

要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

杉
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町
内
企
業
が
保
有
す
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除
雪
機
で
、
自
社
の
敷
地

な
ど
を
除
雪
し
終
え
た
後
、

幾
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の
除
雪
協
力
を
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
町
ま
た
は

自
主
防
災
組
織
と
の
間
で
協

定
は
で
き
な
い
か
。

町
長
　
今
、
町
内
の
事
業
所

で
は
大
型
の
除
雪
機
は
ほ
と

ん
ど
持
っ
て
い
な
い
。

　
浦
富
の
町
営
の
駐
車
場
や

ご
み
の
集
積
場
を
、
自
主
的

に
除
雪
協
力
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
例
は
あ
る
が
、
県
の

車
両
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
派

遣
し
て
運
転
す
る
ス
タ
イ
ル

と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
状
況
は
非
常
に
困
難
だ
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

杉
村
　
小
型
除
雪
機
を
保
有

し
て
い
る
企
業
に
、
大
型
除

雪
機
が
入
れ
な
い
道
路
な
ど

の
除
雪
に
協
力
は
い
た
だ
け

な
い
か
。

町
長
　
住
民
の
皆
さ
ん
、
町

内
会
と
企
業
と
で
自
主
的
に

や
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て
い
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だ
き
た
い
。
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大
雪
で
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内
の
宿
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予
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キ
ャ
ン
セ
ル
な
ど
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の

影
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あ
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た
か
。

飯
野
商
工
観
光
課
長
　
観
光

協
会
の
ま
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め
で
は
、
宿
泊
、

日
帰
り
を
含
め
、
７
７
２
人

だ
。

杉
村
　
観
光
協
会
か
ら
要

望
や
意
見
は
あ
っ
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　  

町
に

は
、
排
雪
、
除
雪
作
業
を

精
一
杯
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
台
風
も
含
め
、
予
測
で

き
な
い
自
然
災
害
は
、
や

む
を
得
な
い
と
の
意
見
を

聞
い
て
い
る
。

杉
村
　
県
対
策
は
町
内
船
を

多
く
想
定
し
た
も
の
と
捉
え

る
が
、
町
内
船
籍
の
沖
合
底

曳
き
網
漁
船
の
代
船
建
造
の

見
込
み
は
ど
う
か
。

町
長
　
12
隻
中
、
７
隻
の
更

新
計
画
が
あ
る
が
、
難
し
い

状
況
の
中
で
、
国
の
28
年
度

予
算
で
は
２
隻
の
予
定
だ
。

杉
村
　
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
漁
獲
量

日
本
一
の
実
績
を
、
今
後
も

積
上
げ
ら
れ
る
見
込
み
は
あ

る
か
。

町
長
　
そ
こ
に
こ
だ
わ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
す
る
と

い
う
捉
え
は
し
な
い
。

杉
村
　
漁
業
就
業
者
確
保
と

し
て
、
船
の
法
定
点
検
時
に
、

ラ
イ
フ
ラ
フ
ト
（
救
命
い
か

だ
）
の
乗
船
体
験
な
ど
を
公

開
し
、
安
全
対
策
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
は
ど
う
か
。

町
長
　
町
が
行
う
考
え
は
な

い
。
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イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
（
救
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胴
衣
）
に
つ
い
て
は
、
装

備
の
再
検
討
を
県
と
も
相
談

し
て
い
る
。

　
点
検
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
、
船
舶
法
に
基
づ
き
団

体
が
行
っ
て
い
る
。

　
依
頼
が
あ
れ
ば
、
防
災
無

線
で
放
送
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

　
町
道
前
田
線
の
冠
水
対
策

　
地
籍
調
査
結
果
の
積
極
的

な
広
報

　
岩
美
病
院
の
医
師
負
担
の

認
識
共
有

除
雪
に
民
間
企
業
の
協
力
協
定
を
検
討
せ
よ

杉
村
　
宏
議
員

状
況
は
非
常
に
困
難
だ

榎
本
町
長

沖
合
底
曳
き
網
漁
船
の
代
船
建
造

は
ど
う
か

杉
村
　
宏
議
員

見
込
み
は
２
隻
だ

榎
本
町
長

杉村　宏議員

杉
村

杉
村

杉
村

杉
村

杉
村

杉
村

杉
村

杉
村

町
長

町
長

町
長

飯
野
商
工
観
光
課
長

飯
野
商
工
観
光
課
長

町
長

町
長

町
長

活躍する町の大型除雪車（町道唐川線）

一

　般

　質

　問

一

　般

　質

　問

杉
村
　
　
宏 

議
員

「
沖
縄
の
声
に
共
鳴
し
て
地
方
自
治
の

堅
持
を
日
本
政
府
に
求
め
る
意
見
書
」の

採
択
を
求
め
る
陳
情

「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業

支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」の

採
択
を
求
め
る
陳
情
書

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制
度
へ

の
加
入
を
求
め
る
意
見
書
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一

　般

　質

　問

一

　般

　質

　問

一

　般

　質

　問

一

　般

　質

　問

芝
岡
　
25
年
３
月
に
男
女
共

同
参
画
条
例
を
策
定
し
、
こ

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
28
年
３
月
に
第
二
次
男
女

共
同
参
画
計
画
を
策
定
し
、

課
題
は
何
か
、
ど
こ
に
重
点

を
置
き
策
定
を
し
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一

次
基
本
計
画
策
定
後
の
意
識

調
査
に
よ
れ
ば
、
性
別
に
よ

る
固
定
的
な
役
割
意
識
が
根

深
い
。

　
男
女
均
等
な
雇
用
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

推
進
に
重
点
を
置
き
た
い
。

芝
岡
　
審
議
会
で
の
意
見
と

重
要
視
さ
れ
た
課
題
は
何
か
。

                           

各
種

審
議
会
、
委
員
会
で
の
女
性

登
用
率
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
普
及
、
啓
発
、

性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割

意
識
な
ど
が
重
点
課
題
だ
。

芝
岡
　
第
二
次
基
本
計
画
で

は
、
三
つ
の
重
点
目
標
を
あ

げ
て
い
る
。

①
政
策
方
針
決
定
の
場
へ
の

男
女
の
参
画
。

②
共
同
参
画
に
理
解
を
広
げ

る
学
習
、
広
報
啓
発
の
充
実
。

③
地
域
に
お
け
る
参
画
の
推

進
。

　
こ
れ
ら
に
ど
う
具
体
的
に

取
り
組
ん
だ
か
。

教
育
長
　
審
議
会
を
持
っ
て

い
る
部
署
に
は
女
性
参
画
の

要
請
を
し
て
い
る
。

女
性
の
登
用
を
進
め
よ芝

岡
み
ど
り
議
員

田
中

　克
美 

議
員

芝
岡

　み
ど
り 

議
員

各
審
議
会
な
ど
に
女
性
の
参
画
を

要
請
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
西
教
育
長

芝岡みどり議員

芝
岡

芝
岡

芝
岡

松
本
教
育
委
員
会
次
長

松
本
教
育
委
員
会
次
長

　
ま
た
町
長
、
企
業
、
学
校

な
ど
に
も
＊
イ
ク
ボ
ス
宣
言

を
お
願
い
し
た
。

　
講
演
会
、
研
修
会
の
取
り

組
み
を
設
け
た
。

芝
岡
　
第
二
次
計
画
で
は
女

性
の
登
用
数
値
目
標
を
35

パ
ー
セ
ン
ト
と
揚
げ
て
い
る

が
、
ど
う
決
め
た
の
か
。

教
育
長
　
町
民
意
識
調
査
を

活
用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
点
で

反
省
を
し
、
評
価
を
し
て
非

常
に
重
要
な
数
値
だ
と
認
識

し
て
設
定
し
た
。

芝
岡
　
各
種
審
議
会
、
委
員

会
へ
の
女
性
を
登
用
で
き
な

い
理
由
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
か
。

役場など町内16事業所が共同でイクボスを宣言国民健康保険の窓口
（住民生活課保険係）

教
育
長

田
中
　
27
年
に
成
立
し
た

「
医
療
保
険
制
度
改
革
関
連

法
」
に
基
づ
き
、
30
年
か
ら

都
道
府
県
も
国
民
健
康
保
険

の
保
険
者
と
な
り
、
国
民
健

康
保
険
は
、
都
道
府
県
と
市

町
村
が
共
同
運
営
す
る
制
度

と
な
る
。

　
都
道
府
県
化
に
よ
っ
て
県

と
町
の
役
割
が
ど
う
な
る
の

か
。

町
長
　
町
が
行
っ
て
き
た
国

保
税
額
の
決
定
、
資
格
の
取

得
や
喪
失
、
保
険
証
の
発
行
、

医
療
費
の
支
払
い
な
ど
、
町

民
と
直
接
か
か
わ
る
部
分
に

つ
い
て
は
、
今
ま
で
通
り
町

が
実
施
す
る
。

　
国
と
市
町
村
が
や
り
と
り

し
て
き
た
交
付
金
は
、
県
が

ま
と
め
て
交
付
を
受
け
取
る

形
に
な
る
。

田
中
　
都
道
府
県
化
に
よ
っ

て
、
県
は
県
内
の
統
一
的
な

運
営
方
針
を
定
め
る
と
さ
れ

て
い
る
。

　
策
定
要
領
に
基
づ
く
運
営

方
針
に
、
町
は
従
う
義
務
は

な
い
と
理
解
す
る
が
ど
う
か
。

町
長
　
な
ぜ
、
都
道
府
県
化

な
の
か
と
言
え
ば
、
国
が
財

政
負
担
し
て
い
る
部
分
を
減

ら
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い

が
あ
る
と
思
う
。

　
町
村
の
任
意
性
や
、
今
ま

で
の
状
況
を
担
保
し
て
い
く

と
い
う
な
か
で
、
一
般
財
源

を
自
由
に
入
れ
て
い
っ
て
い

い
か
と
言
っ
た
ら
、
現
在
の

国
保
制
度
に
大
き
く
か
か
わ

る
話
で
あ
る
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
は
い
い

な
が
ら
、
尊
重
も
し
申
し
合

わ
せ
も
し
、
国
や
県
の
負
担

の
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
り

な
が
ら
、
や
っ
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
認
識
し

て
い
る
。

田
中
　
国
保
の
構
造
的
問
題

の
も
と
で
、
県
内
一
律
の
方

針
で
や
ら
れ
て
は
実
態
に

合
わ
な
く
な
る
。

　
繰
り
入
れ
禁
止
の
方
針

に
し
て
は
な
ら
な
い
と
思

う
が
ど
う
か
。

町
長
　
決
算
時
点
の
補
て

ん
を
目
的
に
し
た
繰
り
入

れ
は
す
べ
き
で
な
い
と
思

う
。

　
国
保
税
の
決
定
に
あ

た
っ
て
行
う
基
金
繰
り
入

れ
は
、
市
町
村
の
意
思
に
任

せ
て
も
ら
い
た
い
。

　
町
民
の
加
入
率
で
い
え
ば
、

社
会
保
険
等
が
半
数
以
上
で

あ
り
、
町
民
全
体
の
理
解
が

得
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
見
き
わ

め
な
が
ら
、
と
い
う
こ
と
だ

と
思
う
。

田
中
　
保
険
者
と
し
て
の
責

任
が
生
じ
る
県
に
独
自
の
財

政
支
援
を
、
国
保
の
構
造
的

問
題
の
打
開
の
た
め
の
財
政

負
担
を
要
望
す
る
よ
う
求
め

る
。

町
長
　
運
営
方
針
策
定
の
前

段
で
市
町
村
に
口
頭
の
聞
き

取
り
が
あ
っ
た
。

　
保
険
税
が
高
く
な
ら
な
い

よ
う
に
、
給
付
制
限
を
受
け

な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
を

強
調
し
た
。

　
全
国
町
村
会
で
も
テ
ー
マ

に
し
て
き
た
。

　
現
状
の
保
険
サ
ー
ビ
ス
が

継
続
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

　
学
校
給
食
の
無
償
化

　
沖
縄
県
国
頭
村
と
の
児
童

交
流

国
保
の
都
道
府
県
化
で
町
の
役
割
は

変
わ
る
か

田
中
克
美
議
員

町
の
事
務
は
今
と
変
わ
ら
な
い榎本

町
長

田中克美議員

田
中

田
中

田
中

田
中

町
長

町
長

町
長

町
長

教
育
長
　
女
性
が
参
画
で
き

る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
審

議
会
を
所
管
し
て
い
る
部
署

に
、
女
性
の
登
用
に
つ
い
て

要
請
し
て
い
る
。

芝
岡
　
女
性
活
躍
の
た
め
に
、

役
場
は
ど
の
よ
う
な
姿
を
目

指
し
て
い
る
の
か
。

町
長
　
役
場
で
も
育
児
休
業

は
男
性
職
員
も
取
れ
た
り
、

管
理
職
は
サ
ポ
ー
ト
す
る
職

員
に
働
き
か
け
る
よ
う
に
し

た
い
。

芝
岡
　
祖
父
母
世
代
と
今
の

親
世
代
の
育
児
は
大
き
く
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。

　
第
三
者
の
立
場
で
作
っ
た

育
児
の
手
引
き
「
祖
父
母
手

帳
」
の
発
行
を
提
案
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
子

手
帳
と
あ
わ
せ
て
、
県
作
成

の
小
冊
子
「
孫
育
て
の
ス
ス

メ
」
を
交
付
し
て
い
る
。

教
育
長

教
育
長

橋
本
住
民
生
活
課
長

芝
岡

芝
岡

芝
岡

芝
岡

町
長＊

イ
ク
ボ
ス

　
職
場
で
共
に
働
く
職
員
の

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

し
な
が
ら
、
組
織
の
業
績
も

結
果
を
出
し
つ
つ
、
自
ら
も

仕
事
と
私
生
活
を
充
実
さ
せ

る
な
ど
、
職
員
の
見
本
に
な

る
上
司
（
管
理
職
員
）
の
こ
と
。
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一

　般

　質

　問

一

　般

　質

　問

一

　般

　質

　問

一

　般

　質

　問

芝
岡
　
25
年
３
月
に
男
女
共

同
参
画
条
例
を
策
定
し
、
こ

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
28
年
３
月
に
第
二
次
男
女

共
同
参
画
計
画
を
策
定
し
、

課
題
は
何
か
、
ど
こ
に
重
点

を
置
き
策
定
を
し
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一

次
基
本
計
画
策
定
後
の
意
識

調
査
に
よ
れ
ば
、
性
別
に
よ

る
固
定
的
な
役
割
意
識
が
根

深
い
。

　
男
女
均
等
な
雇
用
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

推
進
に
重
点
を
置
き
た
い
。

芝
岡
　
審
議
会
で
の
意
見
と

重
要
視
さ
れ
た
課
題
は
何
か
。

                           

各
種

審
議
会
、
委
員
会
で
の
女
性

登
用
率
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
普
及
、
啓
発
、

性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割

意
識
な
ど
が
重
点
課
題
だ
。

芝
岡
　
第
二
次
基
本
計
画
で

は
、
三
つ
の
重
点
目
標
を
あ

げ
て
い
る
。

①
政
策
方
針
決
定
の
場
へ
の

男
女
の
参
画
。

②
共
同
参
画
に
理
解
を
広
げ

る
学
習
、
広
報
啓
発
の
充
実
。

③
地
域
に
お
け
る
参
画
の
推

進
。

　
こ
れ
ら
に
ど
う
具
体
的
に

取
り
組
ん
だ
か
。

教
育
長
　
審
議
会
を
持
っ
て

い
る
部
署
に
は
女
性
参
画
の

要
請
を
し
て
い
る
。

女
性
の
登
用
を
進
め
よ芝

岡
み
ど
り
議
員

田
中

　克
美 

議
員

芝
岡

　み
ど
り 

議
員

各
審
議
会
な
ど
に
女
性
の
参
画
を

要
請
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
西
教
育
長

芝岡みどり議員

芝
岡

芝
岡

芝
岡

松
本
教
育
委
員
会
次
長

松
本
教
育
委
員
会
次
長

　
ま
た
町
長
、
企
業
、
学
校

な
ど
に
も
＊
イ
ク
ボ
ス
宣
言

を
お
願
い
し
た
。

　
講
演
会
、
研
修
会
の
取
り

組
み
を
設
け
た
。

芝
岡
　
第
二
次
計
画
で
は
女

性
の
登
用
数
値
目
標
を
35

パ
ー
セ
ン
ト
と
揚
げ
て
い
る

が
、
ど
う
決
め
た
の
か
。

教
育
長
　
町
民
意
識
調
査
を

活
用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
点
で

反
省
を
し
、
評
価
を
し
て
非

常
に
重
要
な
数
値
だ
と
認
識

し
て
設
定
し
た
。

芝
岡
　
各
種
審
議
会
、
委
員

会
へ
の
女
性
を
登
用
で
き
な

い
理
由
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
か
。

役場など町内16事業所が共同でイクボスを宣言国民健康保険の窓口
（住民生活課保険係）

教
育
長

田
中
　
27
年
に
成
立
し
た

「
医
療
保
険
制
度
改
革
関
連

法
」
に
基
づ
き
、
30
年
か
ら

都
道
府
県
も
国
民
健
康
保
険

の
保
険
者
と
な
り
、
国
民
健

康
保
険
は
、
都
道
府
県
と
市

町
村
が
共
同
運
営
す
る
制
度

と
な
る
。

　
都
道
府
県
化
に
よ
っ
て
県

と
町
の
役
割
が
ど
う
な
る
の

か
。

町
長
　
町
が
行
っ
て
き
た
国

保
税
額
の
決
定
、
資
格
の
取

得
や
喪
失
、
保
険
証
の
発
行
、

医
療
費
の
支
払
い
な
ど
、
町

民
と
直
接
か
か
わ
る
部
分
に

つ
い
て
は
、
今
ま
で
通
り
町

が
実
施
す
る
。

　
国
と
市
町
村
が
や
り
と
り

し
て
き
た
交
付
金
は
、
県
が

ま
と
め
て
交
付
を
受
け
取
る

形
に
な
る
。

田
中
　
都
道
府
県
化
に
よ
っ

て
、
県
は
県
内
の
統
一
的
な

運
営
方
針
を
定
め
る
と
さ
れ

て
い
る
。

　
策
定
要
領
に
基
づ
く
運
営

方
針
に
、
町
は
従
う
義
務
は

な
い
と
理
解
す
る
が
ど
う
か
。

町
長
　
な
ぜ
、
都
道
府
県
化

な
の
か
と
言
え
ば
、
国
が
財

政
負
担
し
て
い
る
部
分
を
減

ら
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い

が
あ
る
と
思
う
。

　
町
村
の
任
意
性
や
、
今
ま

で
の
状
況
を
担
保
し
て
い
く

と
い
う
な
か
で
、
一
般
財
源

を
自
由
に
入
れ
て
い
っ
て
い

い
か
と
言
っ
た
ら
、
現
在
の

国
保
制
度
に
大
き
く
か
か
わ

る
話
で
あ
る
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
は
い
い

な
が
ら
、
尊
重
も
し
申
し
合

わ
せ
も
し
、
国
や
県
の
負
担

の
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
り

な
が
ら
、
や
っ
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
認
識
し

て
い
る
。

田
中
　
国
保
の
構
造
的
問
題

の
も
と
で
、
県
内
一
律
の
方

針
で
や
ら
れ
て
は
実
態
に

合
わ
な
く
な
る
。

　
繰
り
入
れ
禁
止
の
方
針

に
し
て
は
な
ら
な
い
と
思

う
が
ど
う
か
。

町
長
　
決
算
時
点
の
補
て

ん
を
目
的
に
し
た
繰
り
入

れ
は
す
べ
き
で
な
い
と
思

う
。

　
国
保
税
の
決
定
に
あ

た
っ
て
行
う
基
金
繰
り
入

れ
は
、
市
町
村
の
意
思
に
任

せ
て
も
ら
い
た
い
。

　
町
民
の
加
入
率
で
い
え
ば
、

社
会
保
険
等
が
半
数
以
上
で

あ
り
、
町
民
全
体
の
理
解
が

得
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
見
き
わ

め
な
が
ら
、
と
い
う
こ
と
だ

と
思
う
。

田
中
　
保
険
者
と
し
て
の
責

任
が
生
じ
る
県
に
独
自
の
財

政
支
援
を
、
国
保
の
構
造
的

問
題
の
打
開
の
た
め
の
財
政

負
担
を
要
望
す
る
よ
う
求
め

る
。

町
長
　
運
営
方
針
策
定
の
前

段
で
市
町
村
に
口
頭
の
聞
き

取
り
が
あ
っ
た
。

　
保
険
税
が
高
く
な
ら
な
い

よ
う
に
、
給
付
制
限
を
受
け

な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
を

強
調
し
た
。

　
全
国
町
村
会
で
も
テ
ー
マ

に
し
て
き
た
。

　
現
状
の
保
険
サ
ー
ビ
ス
が

継
続
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

　
学
校
給
食
の
無
償
化

　
沖
縄
県
国
頭
村
と
の
児
童

交
流

国
保
の
都
道
府
県
化
で
町
の
役
割
は

変
わ
る
か

田
中
克
美
議
員

町
の
事
務
は
今
と
変
わ
ら
な
い榎本

町
長

田中克美議員

田
中

田
中

田
中

田
中

町
長

町
長

町
長

町
長

教
育
長
　
女
性
が
参
画
で
き

る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
審

議
会
を
所
管
し
て
い
る
部
署

に
、
女
性
の
登
用
に
つ
い
て

要
請
し
て
い
る
。

芝
岡
　
女
性
活
躍
の
た
め
に
、

役
場
は
ど
の
よ
う
な
姿
を
目

指
し
て
い
る
の
か
。

町
長
　
役
場
で
も
育
児
休
業

は
男
性
職
員
も
取
れ
た
り
、

管
理
職
は
サ
ポ
ー
ト
す
る
職

員
に
働
き
か
け
る
よ
う
に
し

た
い
。

芝
岡
　
祖
父
母
世
代
と
今
の

親
世
代
の
育
児
は
大
き
く
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。

　
第
三
者
の
立
場
で
作
っ
た

育
児
の
手
引
き
「
祖
父
母
手

帳
」
の
発
行
を
提
案
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
子

手
帳
と
あ
わ
せ
て
、
県
作
成

の
小
冊
子
「
孫
育
て
の
ス
ス

メ
」
を
交
付
し
て
い
る
。

教
育
長

教
育
長

橋
本
住
民
生
活
課
長

芝
岡

芝
岡

芝
岡

芝
岡

町
長＊

イ
ク
ボ
ス

　
職
場
で
共
に
働
く
職
員
の

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

し
な
が
ら
、
組
織
の
業
績
も

結
果
を
出
し
つ
つ
、
自
ら
も

仕
事
と
私
生
活
を
充
実
さ
せ

る
な
ど
、
職
員
の
見
本
に
な

る
上
司
（
管
理
職
員
）
の
こ
と
。
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我
が
国
の
人
口
が
減
少
に

転
じ
、日
本
創
生
会
議
の「
消

滅
可
能
性
リ
ス
ト
」
が
、
公

表
さ
れ
、
本
町
も
そ
の
中
に

含
ま
れ
て
い
た
。

　
本
町
で
は
27
年
９
月
、
地

方
創
生
総
合
戦
略
を
策
定
し
、

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
若
者
が

集
う
ま
ち
を
め
ざ
し
て
」
を

テ
ー
マ
に
、
各
種
施
策
を
展

開
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
議
会
も

昨
年
に
引
き
続
き
、
人
口
減

少
に
対
応
す
る
取
り
組
み
を

調
査
研
究
し
課
題
を
整
理
す

る
た
め
、
人
口
増
加
し
続
け

て
い
る
和
歌
山
県
上
富
田
町
、

日
高
町
を
視
察
し
、
人
口
減

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
の

考
え
方
、
方
法
や
施
策
の
現

状
を
把
握
し
見
識
を
深
め
る

こ
と
と
し
た
。

視
察
先

　
　
和
歌
山
県
上
富
田
町

視
察
日

　
　
28
年
11
月
15
日

ま
と
め

　
企
業
誘
致
政
策
と
工
業
用

地
造
成
に
よ
る
雇
用
の
場
の

確
保
と
住
宅
の
整
備
に
よ
り
、

団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
や
そ
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
定
住
に
繋

が
っ
て
い
る
。
ま
た
近
年
で

は
、
東
南
海
・
南
海
地
震
に

よ
り
海
岸
部
か
ら
の
転
入
人

口
が
増
え
て
い
る
。

　
な
お
「
福
祉
の
町
」
政
策

に
よ
る
シ
ル
バ
ー
世
帯
の
転

入
で
、
人
口
は
自
然
減
以
上

に
社
会
増
と
な
っ
て
い
る
。

　
昭
和
40
年
代
の
企
業
誘
致

の
取
り
組
み
や
和
歌
山
県
内

に
お
け
る
上
富
田
町
の
立
地

条
件
を
生
か
し
た
施
策
が
人

口
増
に
う
ま
く
繋
が
っ
て
い

る
と
い
う
印
象
が
強
か
っ
た
。

視
察
先

　
　
和
歌
山
県
日
高
町

視
察
日

　
　
28
年
11
月
16
日

ま
と
め

　
農
地
が
多
く
市
街
地
が
少

な
い
日
高
町
は
、
周
辺
市
町

よ
り
地
価
が
も
と
も
と
安
く
、

バ
ブ
ル
崩
壊
後
住
宅
取
得
者

の
手
に
届
く
水
準
に
下
が
っ

た
こ
と
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
津
波
の
影
響
を
受
け
に

く
い
こ
と
が
、
近
隣
か
ら
の

人
口
流
入
を
生
ん
だ
。
併
せ

て
町
の
施
策
で
あ
る
汚
水
処

理
施
設
整
備
や
地
籍
調
査
の

早
期
完
成
も
人
口
減
対
策
に

功
を
奏
し
た
。

　
さ
ら
に
、
住
宅
取
得
者
の

多
く
は
若
年
層
（
子
育
て
世

代
）
で
あ
り
、
近
居
の
親
族

に
よ
る
子
育
て
フ
ォ
ロ
ー
環

境
が
整
っ
て
い
た
こ
と
な
ど

プ
ラ
ス
要
因
が
重
な
り
人
口

増
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　
女
性
の
就
業
率
と
出
生
率

と
は
相
関
関
係
に
あ
り
、
人

口
増
の
大
き
な
要
因
が
、
女

性
の
就
業
率
ア
ッ
プ
で
あ
る

こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。

　
総
合
戦
略
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
に
見
る
〝
岩
美
町
に
住
み

続
け
た
い
理
由
〞
は
日
高
町

と
一
緒
で
あ
る
。

　
地
理
的
環
境
な
ど
相
違
は

あ
っ
て
も
、
知
恵
を
駆
使
す

れ
ば
人
口
増
は
実
現
で
き
る

も
の
と
大
い
に
参
考
に
な
っ

た
。

岩美の条件と力を生かす知恵が大事
人口増の取り組みを調査
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上富田町の人口増につながる施策を調査

日高町の人口増につながる施策を調査

自
然
増
の

　
　取
り
組
み

①
女
性
の
労
働
参
加
（
就
業

率
向
上
）
が
出
生
率
ア
ッ
プ

に
大
き
く
関
係
す
る
。

　
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
は

も
と
よ
り
、
働
く
女
性
の
視

点
に
立
っ
た
、「
働
く
場
の

確
保
」、
同
居
や
近
居
な
ど

「
住
宅
環
境
の
整
備
」
を
、

施
策
に
取
り
入
れ
る
こ
と
も

重
要
で
あ
る
。

②
団
塊
の
世
代
が
シ
ル
バ
ー

世
代
を
迎
え
た
。
地
域
で
生

き
生
き
と
元
気
で
長
生
き
で

き
る
よ
う
、
保
健
・
医
療
の

み
な
ら
ず
総
合
的
な
「
地
域

福
祉
」
の
取
り
組
み
を
さ
ら

に
充
実
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

社
会
増
の

　
　取
り
組
み

①
転
出
の
多
い
年
代
や
転
入

す
る
年
代
の
要
因
・
理
由
に

つ
い
て
し
っ
か
り
し
た
分
析

を
引
き
続
き
行
い
、
世
代
の

課
題
と
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉

え
、
住
み
や
す
い
町
づ
く
り

に
生
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

②
Ⅰ
タ
ー
ン
移
住
者
を
増
や

す
こ
と
も
重
要
だ
が
、
現
在

住
ん
で
い
る
者
の
流
出
を
い

か
に
少
な
く
す
る
か
。
住
み

続
け
る
こ
と
で
メ
リ
ッ
ト
を

感
じ
る
施
策
を
さ
ら
に
充
実

す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

③
働
く
場
は
、
生
活
す
る
上

で
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
農

業
・
漁
業
な
ど
の
第
１
次
産

業
は
、
地
域
と
の
か
か
わ
り

が
非
常
に
強
い
こ
と
か
ら
、

定
住
に
結
び
つ
く
と
考
え
ら

れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
現
状
は
、

農
業
・
漁
業
と
も
高
齢
化
が

進
み
、
後
継
者
不
足
は
深
刻

な
状
態
で
あ
る
。
現
に
就
業

し
て
い
る
人
が
継
続
し
て
い

く
施
策
、
お
よ
び
新
規
の
農

業
・
漁
業
者
を
ど
の
よ
う
に

し
て
増
や
す
か
を
継
続
し
て

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

④
空
き
家
を
含
め
た
住
居
の

確
保
は
、
移
住
者
を
受
け
入

れ
る
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ

る
。

　
島
根
県
中
山
間
地
域
研
究

セ
ン
タ
ー
で
の
岩
美
町
人
口

推
計
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
と
、
流
出
減
も
含
め
年

間
を
通
し
て
60
組
（
20
歳
代

夫
婦
、
30
歳
前
半
夫
婦
（
4

歳
以
下
の
子
ど
も
含
む
）、

60
歳
代
前
半
夫
婦
）
の
移
住

受
け
入
れ
が
理
想
で
は
あ
る

が
、
移
住
者
に
紹
介
で
き
る

空
き
家
・
賃
貸
住
宅
の
確
保

を
年
度
ご
と
の
数
字
目
標
を

持
っ
て
今
後
も
継
続
的
に
支

援
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑤
地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然

災
害
に
強
い
町
で
あ
る
こ
と

は
、
移
住
・
定
住
に
欠
か
せ

な
い
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。

　
岩
美
町
は
災
害
が
少
な
い

町
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
と

と
も
に
、
い
つ
起
き
る
か
わ

か
ら
な
い
災
害
か
ら
人
命
、

家
・
土
地
な
ど
の
財
産
を
守

る
た
め
、
強
固
な
防
災
・
減

災
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

　
以
上
の
課
題
に
つ
い
て
、

今
後
も
調
査
研
究
を
続
け
て

行
う
。

全
体
を
通
し
た
ま
と
め

　視
察
研
修
を
ふ
ま
え
、
人
口
減
に
対
応
す
る
町
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
全
員
協
議
会
で
報
告
書
の
と
り
ま

と
め
を
作
業
部
会
に
一
任
す
る
こ
と
と
し
た
。

　そ
の
後
作
業
部
会
（
正
副
議
長
、
正
副
議
会
運
営
委

員
長
、
各
常
任
委
員
長
）
で
議
論
を
重
ね
た
結
果
、
次

の
よ
う
な
課
題
が
見
え
て
き
た
。

紀

伊

水

道
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す
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会
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。
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和
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代
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業
誘
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取
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や
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県
内
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と
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日
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後
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の
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に
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、
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日
本
大
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に

よ
り
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の
影
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受
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に
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い
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と
が
、
近
隣
か
ら
の
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を
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ん
だ
。
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て
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の
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水
処
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整
備
や
地
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調
査
の

早
期
完
成
も
人
口
減
対
策
に

功
を
奏
し
た
。

　
さ
ら
に
、
住
宅
取
得
者
の

多
く
は
若
年
層
（
子
育
て
世

代
）
で
あ
り
、
近
居
の
親
族

に
よ
る
子
育
て
フ
ォ
ロ
ー
環

境
が
整
っ
て
い
た
こ
と
な
ど

プ
ラ
ス
要
因
が
重
な
り
人
口

増
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　
女
性
の
就
業
率
と
出
生
率

と
は
相
関
関
係
に
あ
り
、
人

口
増
の
大
き
な
要
因
が
、
女

性
の
就
業
率
ア
ッ
プ
で
あ
る

こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。

　
総
合
戦
略
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
に
見
る
〝
岩
美
町
に
住
み

続
け
た
い
理
由
〞
は
日
高
町

と
一
緒
で
あ
る
。

　
地
理
的
環
境
な
ど
相
違
は

あ
っ
て
も
、
知
恵
を
駆
使
す

れ
ば
人
口
増
は
実
現
で
き
る

も
の
と
大
い
に
参
考
に
な
っ

た
。

岩美の条件と力を生かす知恵が大事
人口増の取り組みを調査
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上富田町の人口増につながる施策を調査

日高町の人口増につながる施策を調査

自
然
増
の

　
　取
り
組
み

①
女
性
の
労
働
参
加
（
就
業

率
向
上
）
が
出
生
率
ア
ッ
プ

に
大
き
く
関
係
す
る
。

　
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
は

も
と
よ
り
、
働
く
女
性
の
視

点
に
立
っ
た
、「
働
く
場
の

確
保
」、
同
居
や
近
居
な
ど

「
住
宅
環
境
の
整
備
」
を
、

施
策
に
取
り
入
れ
る
こ
と
も

重
要
で
あ
る
。

②
団
塊
の
世
代
が
シ
ル
バ
ー

世
代
を
迎
え
た
。
地
域
で
生

き
生
き
と
元
気
で
長
生
き
で

き
る
よ
う
、
保
健
・
医
療
の

み
な
ら
ず
総
合
的
な
「
地
域

福
祉
」
の
取
り
組
み
を
さ
ら

に
充
実
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

社
会
増
の

　
　取
り
組
み

①
転
出
の
多
い
年
代
や
転
入

す
る
年
代
の
要
因
・
理
由
に

つ
い
て
し
っ
か
り
し
た
分
析

を
引
き
続
き
行
い
、
世
代
の

課
題
と
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉

え
、
住
み
や
す
い
町
づ
く
り

に
生
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

②
Ⅰ
タ
ー
ン
移
住
者
を
増
や

す
こ
と
も
重
要
だ
が
、
現
在

住
ん
で
い
る
者
の
流
出
を
い

か
に
少
な
く
す
る
か
。
住
み

続
け
る
こ
と
で
メ
リ
ッ
ト
を

感
じ
る
施
策
を
さ
ら
に
充
実

す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

③
働
く
場
は
、
生
活
す
る
上

で
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
農

業
・
漁
業
な
ど
の
第
１
次
産

業
は
、
地
域
と
の
か
か
わ
り

が
非
常
に
強
い
こ
と
か
ら
、

定
住
に
結
び
つ
く
と
考
え
ら

れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
現
状
は
、

農
業
・
漁
業
と
も
高
齢
化
が

進
み
、
後
継
者
不
足
は
深
刻

な
状
態
で
あ
る
。
現
に
就
業

し
て
い
る
人
が
継
続
し
て
い

く
施
策
、
お
よ
び
新
規
の
農

業
・
漁
業
者
を
ど
の
よ
う
に

し
て
増
や
す
か
を
継
続
し
て

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

④
空
き
家
を
含
め
た
住
居
の

確
保
は
、
移
住
者
を
受
け
入

れ
る
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ

る
。

　
島
根
県
中
山
間
地
域
研
究

セ
ン
タ
ー
で
の
岩
美
町
人
口

推
計
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
と
、
流
出
減
も
含
め
年

間
を
通
し
て
60
組
（
20
歳
代

夫
婦
、
30
歳
前
半
夫
婦
（
4

歳
以
下
の
子
ど
も
含
む
）、

60
歳
代
前
半
夫
婦
）
の
移
住

受
け
入
れ
が
理
想
で
は
あ
る

が
、
移
住
者
に
紹
介
で
き
る

空
き
家
・
賃
貸
住
宅
の
確
保

を
年
度
ご
と
の
数
字
目
標
を

持
っ
て
今
後
も
継
続
的
に
支

援
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑤
地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然

災
害
に
強
い
町
で
あ
る
こ
と

は
、
移
住
・
定
住
に
欠
か
せ

な
い
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。

　
岩
美
町
は
災
害
が
少
な
い

町
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
と

と
も
に
、
い
つ
起
き
る
か
わ

か
ら
な
い
災
害
か
ら
人
命
、

家
・
土
地
な
ど
の
財
産
を
守

る
た
め
、
強
固
な
防
災
・
減

災
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

　
以
上
の
課
題
に
つ
い
て
、

今
後
も
調
査
研
究
を
続
け
て

行
う
。

全
体
を
通
し
た
ま
と
め

　視
察
研
修
を
ふ
ま
え
、
人
口
減
に
対
応
す
る
町
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
全
員
協
議
会
で
報
告
書
の
と
り
ま

と
め
を
作
業
部
会
に
一
任
す
る
こ
と
と
し
た
。

　そ
の
後
作
業
部
会
（
正
副
議
長
、
正
副
議
会
運
営
委

員
長
、
各
常
任
委
員
長
）
で
議
論
を
重
ね
た
結
果
、
次

の
よ
う
な
課
題
が
見
え
て
き
た
。

紀

伊

水

道
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　　　ここに足洗い場も作ったの
で、本当は、裸足で砂浜を歩って
もらいたいなあ。
　春先の乾燥しているときには、
きゅっ、きゅっ、と鳴き砂になり
ます。
　石川啄木の「東海の　小島の磯
の　白砂に　われ泣きぬれて　蟹
とたわむる」というような、自然
に対する詩情をゆっくり味わって
もらいたいです。
　ただ景色を眺めて終わりではな
く、写真とか俳句や短歌を乗客の
皆さんに投稿してもらって、ＪＲ
にまとめてもらうのはどうかな。

　　　岡山や松江を観光しても、
海がないところでしょう。乗客の
方にとって、海はここしかない。
山陰海岸国立公園だし、世界ジオ
パークだし、それを肌で感じても
らうためにも、ぜひ裸足で歩って
もらいたいです。

おもてなしの主体
東浜瑞風会

　　　東浜瑞風会のことですが、
東地区の人たちが、よしやろうと
立ち上げたんですね。

　　　27年に瑞風が東浜に停車す
ることが決まったことを受けて、
地元のおもてなしの主体として東
浜瑞風会を立ち上げた。陸上だけ
でなく４地区のくくりで受け皿に
なろう、みんなでやろうと。それ
が良かった。その中にレストラン
班とおもてなし班を作った。
　レストラン班は、株式会社東浜
に発展して、アルマーレとして実
を結んで、おもてなし班は、地引
網や東浜音頭の実行組織となって
います。

　　　停車が決まったことを、東
地区の人たちがどう感じているか、
ものすごく不安だった。

　　　東浜音頭は、昭和44年にで
きたもので、振り付けの寺谷さく
らさん以外、亡くなられましたけ
ど、作詞、作曲、歌も、みな、東
地区の人なんです。
　歌詞に、イカやワカメ、屏風岩、
羽尾の灯台とか地引網も出てきて、
とっても良いですよ。
 地蔵盆などで子どもたちが踊っ
ていましたが、途絶えていました。
停車が決まって、再現しようとい
うことになって、たくさん練習し
てきましたよ。
 踊り手はみな東地区の人で、20
人が法被を着て、そこの浜で海を
背にして２列に並んで踊ったら、
それは見事な絵になりますよ。
　レストランのテラスから見たら
最高ですよ。

獲れたて新鮮な魚で
最高の食事

浜口　地引網は県漁協東支所が行
います。船から網をだあーと打っ
ておいて、前浜で引き手が左右に
分かれて網を引っ張るんですが、
２時間くらいかかります。
 時間がないので、40人ほど地元
の引き手の者が、瑞風の到着を見
計らって、網を目の前まで上げて
おくんです。
 短時間でも参加して、触って感
触を味わってもらいたいです。タ
イやヒラメがピチピチと跳ねると
ころを、目の前で見てもらいたい
ですね。
 獲れたてを、ここの窯で、目の
前で料理して食べたら最高です。

　株式の募集を始めたら、１週間
足らずで、予想を大きく上回り、
その８割位が東地区の方で、「す
ごい！」と思いました。
 岩美町の中で東地区の自治会が
一番結束していると感じました。

イタリアンレストラン
「アルマーレ」

　　　私たちは、レストラン担当
です。乗客のみなさんにとって、
最終日のお昼、最後の食事なので、
これの評価が良くないと、瑞風の
旅行全体がダメになるくらいの覚
悟で取り組んでいます。
　そのためには接客と料理が要で
す。昨日も夜10時まで頑張って研
修、準備をしていました。
　高級なものを食べている方々な
ので、イタリアンでも、ピザやパ
スタは食べ飽きています。
　県に支援していただいて、東京
赤坂の一流レストランのシェフや、
イタリアでミシュラン一つ星のレ
ストランを経営するシェフの指導
を受けながら、味噌や醤油を使っ
て、ちょっと変わったイタリアの
田舎料理も研究しています。

東浜音頭で
最高のおもてなし

「瑞風」で
まちを盛り上げたい

小山　瑞風が来る金曜日以外のレ
ストランの経営が大きな課題です。
瑞風と共にレストランで岩美町を
盛り上げたいです。

中島　いま旅行会社とも交渉して
いまして、砂丘観光をしても、食
事はアルマーレで、という流れを
作りたいと思っています。
　この辺では魚料理が定番ですが、
イタリアンという、新しい趣向が
できます。しかも、瑞風に提供し
ている料理が売りです。
　アルマーレを食事場所にしてい
ただければ、浦富海岸の観光も
セットにしていけると思います。

田中　アニメ「Ｆｒｅｅ！」効果

まれていて、瑞風の受け入れが落
ち着いたら、教えに行くことにし
ているんです。
　地元のことを再認識したり誇り
を持つ機会にしたいですよね。

チャンスの神は
前髪しかない

田中　ヨーロッパの古いことわざ
に「チャンスの神は前髪しかな
い」というのがあるそうです。
　“チャンスの神様は、前髪しか
ないから過ぎ去った後に掴もうと
してももう掴めないよ。だから、
チャンスの神様が来た！と思った
ら、しっかりとキャッチしよう”
という意味です。今がそのチャン
スですよ。
　瑞風の停車駅が見直されるまで
の３年間は、瑞風以外のお客さん
もしっかり掴んでいきましょう。

で若者のリピーターが多いが、彼
らは、雨の岩美も良いとか言って、
季節を問わず岩美の自然に感動し
ているんですよ。
　自然だけじゃなく、おじいちゃ
んやおばあちゃんが、彼らに声を
かけてくれる人の温かさ、魚なん
か食べ物のおいしさもあるんです。
　乗客の方々に、彼らのような感
動を味わってもらって、それを発
信してもらったら大きな影響が出
ると思うし、その発信力がＪＲを
も動かすだろうと思う。

中島　アルマーレは、なるべく地
元のものを提供したいので、道の
駅に出荷している東浜の生産者に、
アルマーレにも提供してと頼んで
います。それで足らないものは、
道の駅から調達しようと思ってい
ます。
　イタリアンの野菜を、この辺り
の休耕地で作ろうかと思っていて、
皆さんがやってみようと言ってく
れているんです。
　良いものをなるべく安くあげら
れるようにしたいです。

浜口　北小学校から、郷土芸能と
して子どもたちに教えてくれと頼

小山

浜口

浜口

田中

田中

小山

小山

中島

中島
中島

中島

アルマーレ前景

アルマーレの窯

東浜駅停車中の瑞風

東浜音頭を披露

浜口

浜口

田中

◆岩美の春夏秋冬紹介のＤＶＤを
（ドローンで空からの映像も
撮って) 、瑞風やアルマーレで
放映してはどうか。ＳＮＳで世
界中に拡散されるので、乗客以
外の方にも岩美の良さを知って
もらいたい。
◆麒麟獅子舞、はねそ踊り、ゆか
むり音頭なども見てもらいたい。
踊りの後ろで大漁旗を振っては
どうか。
◆田後～網代間の遊歩道、西脇海

瑞風を見に来る人のことも考え
て、対応を考えよう。
◆体験型ツアーが人気だ。地引網
だけでなく、海岸線を自転車で
走るのはどうか。
◆初日、２日の観光地は建物だ。
浦富海岸は唯一、自然に触れる
場であり、世界に誇れる景観だ。
七坂峠からの眺望はすばらしい。
雨天の時は、「海と大地の自然
館」の３Ｄで対応できないか。

岸などの動画を乗客に見てもら
い、乗客が選択したコースを観
光してもらう。
◆プライベート・ビーチを整備し、
提供する。岩美の海岸には候補
地は何ヵ所もある。
◆海岸の夕日など岩美にはすごい
ところがいっぱいある。昼間以
外の岩美を動画で紹介し、また
岩美に来ようと思ってもらいた
い。
◆写真スポットとか駐車場など、

瑞風を岩美観光のチャンスに  ー議員間で意見交換瑞風を岩美観光のチャンスに  ー議員間で意見交換
議員間の意見交換の場を設け、瑞風を町おこしに生かすことをテーマに語り合いました。
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東浜瑞風会
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東地区の人たちが、よしやろうと
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地元のおもてなしの主体として東
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なろう、みんなでやろうと。それ
が良かった。その中にレストラン
班とおもてなし班を作った。
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に発展して、アルマーレとして実
を結んで、おもてなし班は、地引
網や東浜音頭の実行組織となって
います。

　　　停車が決まったことを、東
地区の人たちがどう感じているか、
ものすごく不安だった。

　　　東浜音頭は、昭和44年にで
きたもので、振り付けの寺谷さく
らさん以外、亡くなられましたけ
ど、作詞、作曲、歌も、みな、東
地区の人なんです。
　歌詞に、イカやワカメ、屏風岩、
羽尾の灯台とか地引網も出てきて、
とっても良いですよ。
 地蔵盆などで子どもたちが踊っ
ていましたが、途絶えていました。
停車が決まって、再現しようとい
うことになって、たくさん練習し
てきましたよ。
 踊り手はみな東地区の人で、20
人が法被を着て、そこの浜で海を
背にして２列に並んで踊ったら、
それは見事な絵になりますよ。
　レストランのテラスから見たら
最高ですよ。

獲れたて新鮮な魚で
最高の食事

浜口　地引網は県漁協東支所が行
います。船から網をだあーと打っ
ておいて、前浜で引き手が左右に
分かれて網を引っ張るんですが、
２時間くらいかかります。
 時間がないので、40人ほど地元
の引き手の者が、瑞風の到着を見
計らって、網を目の前まで上げて
おくんです。
 短時間でも参加して、触って感
触を味わってもらいたいです。タ
イやヒラメがピチピチと跳ねると
ころを、目の前で見てもらいたい
ですね。
 獲れたてを、ここの窯で、目の
前で料理して食べたら最高です。

　株式の募集を始めたら、１週間
足らずで、予想を大きく上回り、
その８割位が東地区の方で、「す
ごい！」と思いました。
 岩美町の中で東地区の自治会が
一番結束していると感じました。

イタリアンレストラン
「アルマーレ」

　　　私たちは、レストラン担当
です。乗客のみなさんにとって、
最終日のお昼、最後の食事なので、
これの評価が良くないと、瑞風の
旅行全体がダメになるくらいの覚
悟で取り組んでいます。
　そのためには接客と料理が要で
す。昨日も夜10時まで頑張って研
修、準備をしていました。
　高級なものを食べている方々な
ので、イタリアンでも、ピザやパ
スタは食べ飽きています。
　県に支援していただいて、東京
赤坂の一流レストランのシェフや、
イタリアでミシュラン一つ星のレ
ストランを経営するシェフの指導
を受けながら、味噌や醤油を使っ
て、ちょっと変わったイタリアの
田舎料理も研究しています。

東浜音頭で
最高のおもてなし

「瑞風」で
まちを盛り上げたい

小山　瑞風が来る金曜日以外のレ
ストランの経営が大きな課題です。
瑞風と共にレストランで岩美町を
盛り上げたいです。

中島　いま旅行会社とも交渉して
いまして、砂丘観光をしても、食
事はアルマーレで、という流れを
作りたいと思っています。
　この辺では魚料理が定番ですが、
イタリアンという、新しい趣向が
できます。しかも、瑞風に提供し
ている料理が売りです。
　アルマーレを食事場所にしてい
ただければ、浦富海岸の観光も
セットにしていけると思います。

田中　アニメ「Ｆｒｅｅ！」効果

まれていて、瑞風の受け入れが落
ち着いたら、教えに行くことにし
ているんです。
　地元のことを再認識したり誇り
を持つ機会にしたいですよね。

チャンスの神は
前髪しかない

田中　ヨーロッパの古いことわざ
に「チャンスの神は前髪しかな
い」というのがあるそうです。
　“チャンスの神様は、前髪しか
ないから過ぎ去った後に掴もうと
してももう掴めないよ。だから、
チャンスの神様が来た！と思った
ら、しっかりとキャッチしよう”
という意味です。今がそのチャン
スですよ。
　瑞風の停車駅が見直されるまで
の３年間は、瑞風以外のお客さん
もしっかり掴んでいきましょう。

で若者のリピーターが多いが、彼
らは、雨の岩美も良いとか言って、
季節を問わず岩美の自然に感動し
ているんですよ。
　自然だけじゃなく、おじいちゃ
んやおばあちゃんが、彼らに声を
かけてくれる人の温かさ、魚なん
か食べ物のおいしさもあるんです。
　乗客の方々に、彼らのような感
動を味わってもらって、それを発
信してもらったら大きな影響が出
ると思うし、その発信力がＪＲを
も動かすだろうと思う。

中島　アルマーレは、なるべく地
元のものを提供したいので、道の
駅に出荷している東浜の生産者に、
アルマーレにも提供してと頼んで
います。それで足らないものは、
道の駅から調達しようと思ってい
ます。
　イタリアンの野菜を、この辺り
の休耕地で作ろうかと思っていて、
皆さんがやってみようと言ってく
れているんです。
　良いものをなるべく安くあげら
れるようにしたいです。

浜口　北小学校から、郷土芸能と
して子どもたちに教えてくれと頼

小山

浜口

浜口

田中

田中

小山

小山

中島

中島
中島

中島

アルマーレ前景

アルマーレの窯

東浜駅停車中の瑞風

東浜音頭を披露

浜口

浜口

田中

◆岩美の春夏秋冬紹介のＤＶＤを
（ドローンで空からの映像も
撮って) 、瑞風やアルマーレで
放映してはどうか。ＳＮＳで世
界中に拡散されるので、乗客以
外の方にも岩美の良さを知って
もらいたい。
◆麒麟獅子舞、はねそ踊り、ゆか
むり音頭なども見てもらいたい。
踊りの後ろで大漁旗を振っては
どうか。
◆田後～網代間の遊歩道、西脇海

瑞風を見に来る人のことも考え
て、対応を考えよう。
◆体験型ツアーが人気だ。地引網
だけでなく、海岸線を自転車で
走るのはどうか。
◆初日、２日の観光地は建物だ。
浦富海岸は唯一、自然に触れる
場であり、世界に誇れる景観だ。
七坂峠からの眺望はすばらしい。
雨天の時は、「海と大地の自然
館」の３Ｄで対応できないか。

岸などの動画を乗客に見てもら
い、乗客が選択したコースを観
光してもらう。
◆プライベート・ビーチを整備し、
提供する。岩美の海岸には候補
地は何ヵ所もある。
◆海岸の夕日など岩美にはすごい
ところがいっぱいある。昼間以
外の岩美を動画で紹介し、また
岩美に来ようと思ってもらいた
い。
◆写真スポットとか駐車場など、

瑞風を岩美観光のチャンスに  ー議員間で意見交換瑞風を岩美観光のチャンスに  ー議員間で意見交換
議員間の意見交換の場を設け、瑞風を町おこしに生かすことをテーマに語り合いました。
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18　東浜瑞風会登場　（18頁から16頁へお読みください。）
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田中　乗客の皆さんに地引網を体
験していただくことになっていま
すが、地引網ができないときでも、
町内を観光してもらいたいと思っ
ています。
　地引網がないときは、鳥取駅で
下車して、旧吉田医院、鳥取民芸
美術館などに立ち寄って、アル
マーレに食事に来られるのですが。

岩美町の自然を
体感してもらいたい

　　　乗客は、話を聞いている限
りでは、退職祝いとか、結婚30年、
40年のお祝いとかで、高齢な人が
多い。踊り、おもてなし、地引網
が引けなくても、岩美の新鮮な魚
を提供するのは最高だと思う。網
が引けないときは、城原海岸とか、
きれいなところを見てもらいたい。
　岩美といえば海と温泉だ。岩井
温泉のお湯を持ってきて、足湯が
できないかな。

　　　そんな人工物ばかり見てい
ても、山陰のイメージが少ない気
がします。

　　　せっかく東浜に来られるな
ら、海を見てもらいたいです。
　やっぱり、山陰海岸ジオパーク
の城原海岸の景色は上からも見え
るし、西脇海岸もとても良いです。

　　　県境の七坂から見る風景は
テレホンカードにもなっていて、
ごっついきれいですよ。

　６月から「トワイライトエクスプレス瑞風」が東
浜駅に停車します。
　東浜は、周遊コースの停車３駅の１つです。町も
議会も町民も、乗客の方々には岩美町を体感してい
ただき、全国発信を期待しています。
　地引網ができないときの観光先は鳥取市内――と
聞き、議会もこの事態を突破するためにできること
はやろうと考えました。
　意見交換会（16 頁に関連記事）もその一つですが、
議会だよりでも地元東地区のみなさんの思いを語っ
ていただくことにしました。
　※17,16 頁と読みすすんで下さい。

トワイライトエクスプレス瑞風　６月から東浜駅停車

東浜瑞風会のみなさんに語っていただきました東浜瑞風会のみなさんに語っていただきました

田中 浜口

小山

中島

浜口

ただただ

レストラン「アルマーレ」で行った座談会のもようです。
左から浜口丈夫・大羽尾自治会長、１人おいて中島睦郎・株式会
社東浜代表取締役、小山勝之進・東地区自治会長のみなさん。司
会は田中克美・議会だより調査特別委員会委員長。

中島さん

小山さん

浜口さん


